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杏冊子の構成こ使い石

本冊子は2部構成になっています。

第 1部 は、各支援地域における体制や支援状況を事例もそえて紹介しています。
一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導と必要な支援とは、一対一で個別に指導を行うこと

ではなく、集団の中でそれぞれの子どもの得意な分野は更に伸ばし、不得意分野は克服できるよう
に育てることです。
御自分の地域での取組や、相談の流れなどを御覧になり、活用いただけることを願っています。

第 2部 は、生涯にわたる支援のための取組などを紹介しています。
幼稚園や高等学校の体制づくりも始まっています。また、教職員の専門性向上のための研修の概

要や保健福祉 ・労働部局での取組状況などを紹介しています。

コラム
専門家チームに参加いただいた委員からの御意見や、親の会からのメッセージです。特別支援教

育に学校の外から関わっていただいている方々の貴重な御意見として、是非お読みください。

１
一

９
０

４

２

８

８

２

　

０

１

２

３

５

　

６

３

４

６

２

４

６

　

８

４

６

６

６

７

７

７

　

７

８

６

０

８

９

の整備 につ いては、 学省作成の 1小 ,中 学校 における LD(学 習

障害)、ADHD(注 意欠陥/多 動性障害)、高機能自閉症の児童生徒への教育支援体
制の整備のためのガイ ドライン (試案)」(平成 16年 1月)を 参考にしてください。
文部科学省のH P lhttpノ/www mext.go jpんment1/houdou/16/01/04013002.htm#1)

◇ 具 体的な指導 ・支援の例や 「個別の指導計画」、「個別の教育支援計画」の作成例
については、京都府総合教育センターHPも 参考にしてください。
(httpi〃wwwl.kyoto‐be,ne jp/cd―ccnter/1

◇ 次 の冊子については、京都府教育庁指導部特別支援教育課のHPか らダウンロー

ドすることができます 伍ttp:〃www kyoto―be.ne.jP/tokubctsu/indcx,htnll)
「LD、 ADHD、 高機能自閉症支援ガイ ド」(平成16年3月 発行)
「特別支援教育推進ガイ ド」(平成17年3月 発行)

実践ガイ ド」(平成 18年 3月 発行)



勝じめに

平成19年4月 1日 か ら改正学校教育法が施行 されますぅ

この法律改正により盲 ・聾 ・養護学校は 「特別支援学校」に一
本化され、現在の盲 ・聾

・養護学校の対象 となる児童生徒等の教育を行 うほか、地域の特別支援教育のセンター的

機能が明確に位置づけられ、小中学校等に在籍する障害のある児童生徒等の教育について、

助言 ・援助に努めることとされ ました.

また、小 ・中学校、高等学校及び幼稚園においては、学習障害 (LD)、注意欠陥多動性

障害 (ADHD)、高機能 自閉症等を含む障害のある児童生徒等に対 し、障害による学習上及

び生活上の困難を克服するための教育を行 う旨が明記 されましたc

これか らは、障害児学級 (特別支援学級)の 設置だけではなく、全校種において、学校

全体で、教育上特別な支援を必要とする児童生徒等に適切な教育を行 うことにな ります.

京都府では文部科学省の 「特別支援教育体制推進事業」(平成17・18年度)の委嘱を受け、

府内全域を推進地域に指定するとともに、「養護学校 ・地域等連携推進事業」を府立養護

学校 7校 で実施 しています。この 2つ の事業を教育局と養護学校の連携のもとに連動 させ、

小 ・中学校はもとより、幼稚園 ・保育所 ・高等学校等 も対象に地域単位での巡回相談を実

施するなど、通常の学級に学ぶ LD等 を含め、障害のある児童生徒等に対する適切な指導

と老、要な支援を行 うためのシステム作 りを推進 してきま したt

府内の小 。中学校では、校内委員会の設置 と特別支援教育コーデ ィネー ターの指名はほ

ぼ100%と な り、各学校では、このシステムを機能 させ、特別な支援を必要とする児童生

徒やその担任等を効果的に支援 していくための取組が進められています。

また今年度は 「特別支援教育充実事業Jに より、小 ・中学校に100名の非常勤講P311を新

たに配置 したところであ り、配置校では児童生徒
一人一人のエーズに応 じた支援 とその基

盤 となる全校的な支援体制の充実に向けた取ネRが進められてお ります.

さらに、中学校にIッD、 ADHD等 の生徒を対象 とする通級指導教室を新たに設置 した

ことによつて、中学生に t)通級による支援が継続できるようにな りました.

府総 合教育セ ンターで実施する講座や府特弓|1支援教育研究協議会での研修会において

は、各学校でのコーデ ィネー ターの実践などが交流 され、幼稚園、高等学校において モ)、

校 (園)内 研修の実施や体制整備に向けた取組が始まつています。

平成17年4月 に施行された 「発達障害者支援法Jに 基づき始まった保健所での就学前の

健診 ・相談事業や就労支援に向けた動きなど、保健福祉部局や労働部局 との連携をさらに

進め、障害のある児童生徒等
一人一人の二十ズに応 じて、生涯にわたる具体的な支援を進

めるため、文部科学省 と厚生労働省が連携、協働 して都道府県や地域単位での連携協議会

等支援体制を整備する動きとなつています.

平成19年度は、学校教育法等の一部改正により、特別支援教育元年 とも言われますが、

京都府ではすでに府内全域で特別支援教育体制の整備に努めてきました=

この冊 子によつて現在の取組状況を御確認いただき、全校種において特別支援教育を更

に推進 していく上での一
助に していただければと願つてお ります=

京都府教育庁指導部特別支援教育課

課長  永 嬰予 憲 男

平成19年 3月
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特別支援教育の実践を広fする

平成19年4月 1日 から、学校教育法等の一部改正が施行 され、特別支援教育を本格的に

実施するときがやつてきました=全 ての学校 (園)に おいて、障害のある子どもたちそれ

ぞれのニーズに応 じた、特別な教育的支援が実施されるようにな ります。

従来の吉 ・警 ・養護学校は 「特別支援学校」 と名称が変更され、障害児学級は 「特別支

援学級」 とな ります.ま た、単に名称が変更されるだけでなく、これ まで特別支援教育体

制推進事業 として府内全域で取 り組 まれてきた LD、 ADHD、 高機能 自問症等をは じめ、

多くの支援を必要としている子 ど(9たちをサホー トする相談支援のセンター的機能、具体

的には 「小 ・中学校の教員への支援機能J「特号1支援教育等に関する相談 ・情報提供機能」
「障害のある児童生徒への精導 ・支援機能」 「福祉、医療、労働などの関係機関等 と71連

絡 ・調整機能J「小 ・中学校等の教員に対す る研修協力機能」「障害のある幼児児童生徒
への施設設備等の提供機能」などが期待 されることとな りま十二

これ まで準備 されてきた校内委員会の設置や、特別支援教育コーデ ィネー ターの指名な

ど、システムの枠組みの整備に続 く特別支援教育体制推進事業の 2年 日においては、各学

校内での子どもたちへの具体的な支援が求められてきています,こ の冊子の前半では、平

成18年度に取 り組 まれた 5つ の教育局およびその管内にある養護学校の協力の もとに行わ

れた実践を中心にまとめていただきました. また、府総合教育センターで実施 されている

特別支援教育コーデ ィネー ターの研修や、幼稚園か ら高等学校までの相談システム及び、

相談支援の実際の ヒン トなども盛 り込まれています.

平成19年度からの、就学前か ら高等学校 までtl l実践を進めていただくにあた り、これ ま

でに調査研究運営会議で発行 してきた 3冊 、「1ンD、 ADIゴ D、 高機能 自門症支援ガイ ド」

(平成 16年3月 )、「特別支援教育推進 ガイ ド」 (平成17年3月 )、「特別支援教育実践 ガイ

ドJ(平 成18年 3月 )と 共に、本冊子を子どもたらと向き合う全ての方 々に参考としてい

ただけたらと思います。

今、特別な教育的支援を必要 とする児童生徒が どの学級にt)在籍 していることが明 らか

になつてきています.LD,ADHD,高 機能自閉症をは じめ、人への関わ りや学ぶ こと

の不得手な 子どもたちへの丁年な関わ りや学習支援は、い じめや不登校など、今 日の学校

が抱える様 々な問題解決にもつながる要素を持つていると考えます.教 育に携わる私たち

は、子 どもの思いや親の願いに応えるためにt)、特別支援教育の基本的な理念を理解する

ように努めたいものです。

本冊子は、第 1部 の 「各支援地域の取組」 と第 2部 の 「就学前か ら卒業後につながる支

援体制J、「コラム」及び 「参考資料」で構成 されてい ます.本 冊子が、子 ども達に直接

かかわる教職員や保護者の皆様だけでなく、
一般の方々にも広く読まれ、今後の特別支援

教育理解の一助になれば幸いですr

特別支援教育体市J推進事業調査研究運営会議

委員長  友 次 久 雑
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第 コ部

各支援地域での取組

南丹教育局管内 (p 2 8～ 3 7 )

O丹 波養護学校巡1由1相談チーム

｀
コ 、

南丹教育局
●

当

山城教育局管内 (p12～ 27)

●山城北部巡同相談チーム ・批山養護学校

0山 城南部巡仲1相談チーム ・南山城養護学校

丹後教育たj管内 (p5 2～ 59 )

0与 謝の海学校相談支援チーム

中丹教育局皆内 (p 3 8～ 51 )

0中 丹養護学校教育支援センター

O率 鶴養護学校特別支援教育

~ヽ
. トータルサホー トセンター

中丹教

乙訂教育局管内 (p4～ 11)

C十向「]が丘養護学校巡い1胸談チーノ、

向日が丘養護
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乙訓教育局管内

教育局と養護学校との連携

平1歳主7・18年度   |

乙割特別支援連携協議会

乙訓教育局

京都府特別支援教育体制推進事業

巡回相談の実施等

京都府専門家チーム

各市町教育委員会と

養護学校の連携推進

向 日が丘養護学校

養護学校 口地域等連携推進事業

教育相談窓日の開設 ・研修支援の実施等

相談支援チーム

【専門家チーム・相談支援チームのメンバーを共有】

医師 中心理学の専門家 口教員 ・教育委員会職員等からなる巡回相談員

児
童
生
徒
の
ニ
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ズ

に
即
し
た
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回
相
談

ロ

継
続
相
談
等
の
実
施

セ
ン
タ
ー
的

機

能

を

果

た
す

独
自
の
取
組

LD口 ADHD日 高機能自開症等の児童生徒に対する指導及び支援

地
域
や
学
校
に

お
け
る
特
別
支

援
教
育
の
充
実

向日市 日長岡京市 口大山崎町の各教育委員会

市町ごとに特別支援教育体制整備、各市町特別支援教育コーディネーター指名

乙訓地域 の小学校 ・中学校 、西通学圏の高等学校

《校内体制の整備》

◇ 校 内委員会の設置

◇ 特 別支援教育コーディネーターの指名

◇ 個 別の指導計画 ・個別の教育支援計画の策定
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設立趣青

乙訂1地域 (向Fl市・長1司京市 。大||1崎町の 2市 1町 )で は、平成 15。16年度、文部科学省委

嘱事業である 「特別支援教育推進体制モデル事業」推進地域に指定され、校内委員会の整備や

特別支援教育コーデ ィネーターの位置付け、llF門家チームによる巡回相談の実施など、小 ・中

学校支援体制の整備 と支援の取ネilを進めてきた

平成 17年度は、文部科字省委嘱 事業である 「京都府特別支援教育体制推進事業Jの 指定を受

け、新たに 「乙討特別支援連携協議会Jを 設 立した,

この 「乙訓特別支援連携協議会」は、上記 「特別支援教育推進体制モデル事業」の事業内容

を継水するとともに、さらに乙訓地域の養護学校や高等学校 とt)連携 し、小 ・中学校及び高等

学校におけるIフD・ AID H D・i高機能 白閉症年の児童生徒に対する支援体市Jの整備を日指す t)

のであ り、平成 18年度 t)1司体制で事業を実施 した.前 ベージはその全体概要図であるc

組織

◇ 2市 1町教育委員会 特 別支援教育担当指導主事及び特別支援教育コーディネーター

◇ 京 者「府立向日が丘養護学校 代 表者    ◇  乙 訓地域の府立高竿学校 代 表者

◇ 京 都府乙嗣教育局 frl 14者

取組状況

平成 17午i度は 2阿 、11成 18年度は 314Rの協議会を開催 した.

巡pl相談は、平成 17年度から6ケ ースを 2市 1町 教育委員会で計画的に実施 した。内容は、

基本的に午前は医師の参加による授業参観 ・懇談を実施 し、老、要により保護者 との懇談 も実

施 した。午後は、午前と別のケースの自由相談とした。18年度 も同様の形態で 6同 実施 した.

(実施 日時等の詳細は、次人―ジの表の通 り)

成果 と今後の方向

巡回相談等を通 して、 IッD・ ADHD・ 高機能 白閉症等の児童生徒への理解や 一人一人の

エーズに応 じたきめ細かな指導及び支援が各学校で着実に進展 している.こ の 3年 間で、校

内委員会の整備や特別支援教育コーデ ィネー ターの位置付け等、各学校での体制整備が進ん

だcま た、平成 18年度は特別支援教育充実事業による非常勤講師の配置や、中学校における

通級指導の開始等、新たな支援体制が整いつつある

平成15年度から始まった特別支援教育コーデ ィネー ターの養成研修修了者は、乙副教育局

管内で50名を超え、特別支援教育コーデ ィネータースキルアッフ言喬座には小 ・中学校 ともに

多数の教員が参加 して積極的に協議するなど、関係教員の意識は高い。

このような状況の中で、平成 19年度から7・l法改 11:に伴い、「乙剖1特別支援連携協議会」は、

組織体市Jを改編する。基本的には現状の レベルを維持 しなが ら、養護学校が地域の特別支援

教育に関するセンター的機能を一
層呆た していく方向である.巡 回相談では、京都府特別支

援教育体制推進事業と養護学校 ・地域等連携推進事業を有機的に結合 し、多様な形態で実施

するとともに、今後は小学校や中学校の通級指導教室 とも連携 した取組を創出 していく.さ

らに、就学前施設 と小、」ヽと中、中と高の連携、あるいは医療 ・福祉等 との連携が実施 され

ることとなる.

~Э ~



平成18年度 乙訓教育局管内特別支援教育体制推進事業等

乙訂特号1支援
連携協議会

外来榊談

食1隻
′
十1資・
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巡回相談 ・専門家チームによる支援の校内での活用

<乙 副1教育周管内A小 学校のlS」>

① 「ことば ・きこえの教室J(言 語障害通級指導教室)設 置校

〇 通級指導教室担当は市町の特局|1支援教育ヨーディネーター

① 児童数 316人  各 学年 2学 級の中規模校 (知的障害学級設置校)

① 18年度京都府特別支援教育体市J推進事業による巡回相談を実施 (中学年児童対象)
～

1  巡 回相談に至る経過

① 本 児は 1年 生途中から通級指導教室に通つている. 1年 仕時にWISC一 回を実施 したc

O 校 内委員会を中心 とした学校体制の中で、校内特別支援教育コーディネー ター、担任、通

級担当、障害児学級担任等、それぞれの役告Jを整理 しながら、本児への指導、家庭 との連

携を図つてきた。

① 家 庭訪問は担任だけでなく、通級担当も実施 している。その際、懇談の中で 「こんな事業

もありますよ」 とい うことで巡回相談を紹介 し、その後、保護者からの中し出によつて、

巡回相談を実施することになった!

2 巡 回相談での様子

① 学 校、市町教育委員会、乙司教育局の他に相談員として、養護学校教諭、府専門家チーム

の有賀や よい医師が参加 したこ

① 授 業後の懇談には担任 tD参加 して、専門的な見地から実際の指導場面や家庭 との連携等に

ついて、具体的なア ドバイスを受けることができた.

○ 保 護者 との懇談には、市町の特別支援教育コーデ ィネーター (通級担当)と 有賀医師が参

加 したこその際、予定の時間を大幅に延長 して、保護者からは熱心な質問があった.

① 今 後 も相談を継続 し、通級精導教室での様 子を参観するなどして、具体的な指導 ・支援の

手だてを考えていこうとい う方向′卜生で終わった.

3 そ の後の様子

① 保 護者には大変有意義な機会 となつた。相談を受ける前には、何か特別な子 とい うレッテ

ルを貼られるような不安 もあつたそ うだが、実際に専門的な助言等を受け、これからも 「1可

かあればまた相談 しよう」 とい う気持ちになれたとい うことである.

〇 学 校生活の中で、本児は学習や生活面の困難 さを感 じさせることもあるが、表情は明るく

な り、様 々な場面でがんばっている様 子を見ることが多くなつた。

① 継 続相談 として経過観察とい う方向性であつたが、 7月 の巡回相談以降、本児の学校での

様 子、家庭での様子は落ち着いてきてお り、学校 と家庭 とが連携を取 り合っている。

☆ 日 常的な校内体制の充実、家庭との連携が、よりよい支援につながる。        |

☆ 保 護者の思いに寄り添い、方針が決まつたら素早い連携               |

校内委員会 →  市 観教畜委員会 →  乙 題‖教蒼簡 →  京 都府奪PS家チ‐ム    ナ
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校内委員会と特別支援教育コーディネーターの機能充実

<乙 訓教育局管内B小 学校の例>

① 特別支援教育コーデ ィネーターは障害児学級担任 (言語障害通級指導教室担当経験あ り)|

① 特別支援教育充実事業の非常勤講師配置校

① 児童数 619人  各 学年 3学 級の中規模校 (知的障害 ・情緒障害学級設置校)

|○ 平成 18年度京都府総合教育センター 「特別支援教育コーデ ィネータースキルア ッブ講座  !

1 乙 訂IA」び)会場校
_学 ~

特別支援教育コーデ ィネー ターの活動例

1 別 室による個別指導

今年度は、 1年 生の対象児 (入学当初から教室に入れない

ことが多かった)へ の指導に力を入れた。毎 「]lH寺間、週 5

時間、教育相談室での個別指導を行った。静かで落ち着いた

環境を利用 し、指導内容によつて机や場所を変えるなど、学

習方法や形態を工夫 して指導 した.

ね らいは、自己肯定感を高す)ることと、学習に向か う姿勢

を育てること.児 童にt)本時の目標を明確にして、指導の始

めに今 日の内容を児童とともに確認 し、児童に順番を決めさ

せてから、始めるようにした.

このような個P」ll指導で特に大切に したいことは、「できたこ

と、よかったこと」をスモールステ ッブです ぐにほめることじ

また、保護者 (両親)と の教育相談を定期的に行つているc

l学 期当初からかかわる中で、 2学 期には自分から 「教室へ

行 く」 と言 うようになつた。漸次、別室による個別指導を減 ら

しつつある.

担任の先生 と

O 放 課後等に

O 気 になる児童のことについて

○ 支 援の実際について

2 教 育相談活動

保護者と

O 放 課後や金曜日に

O 担 任とともに、指導の報告、学級での様子

○ 保 護者の思いに寄り沿う

保護者 との教育相談については、定期的に行 うことが効果的である。最後に必ず 「次は、

いつに しましょう?」 と投げかけると、喜んでもらえることが多い。

担任の先生とは、「教育相談」と銘打った ものでなくとも、気になる児童のことについて積

極的に声をかけ、「話 し込み」を大切にしている。そのことが、授業参観やチェックリス トの

活用、巡回相談、発達検査といった具体的な支援につながるc

学習内容

① お はなしタイム   |

〇 学 習課題     |

○ 読 み聞かせ    |■

○ 自 由進び な ど  ■ |

し、教室 での T2指 導 に移行
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発達検査の実施

市町の 「ことば ・きこえの教室Jや 乙副|1教育局でWISC一 回の用具を借 りて、用紙は

学校で購入 して、特別支援教育士の資格 t)有する校内特別支援教育コーディネーターが実

施 している.

「検査」と言えば、どうしても保護者にはマイナスイメージが強い。障害児学級への入

級を進められるとか、子どもに悪いレッテルを貝占られると思われる保護者もある. しか し

そ うではなく、例えば子どものことが分かる、今後のことが相談できる、担任の先生と話

せる、校内で受けられるなど、少 しでもブラスイメージをもつてt)らえるようにと思つて

実施 している。

実施を勧めるには、やは り児童のことをよく知っている担任の先生とよく話をして、校

内委員会で判断 し、担任からていねいに説明 して勧めてもらうことが大切である.

※ 他 にも、担任である障害児学級での指導の他に、通常の学級での指導 ・支援 (少人教授業

におけるT2指 導)に も入つている.

特別支援教育充実事業の非常勤講師配置もあり、このような校内体制で特別支援教育ヨー

ディネーターの機能充実が図れた。

特別支援教育充実事業の非常勤講師を活用 した校内体制充実

<同 校 乙 訂1教育周管内B小 学校の例>

障害児学級での授業
非常勤講師 (23授 業時数)ヽ

後補充

一ィト、

ドヽ
´ _ い

    一

― ― ―― ―

通常の学級での少人数

校内特別支援教育コーディネーター (障害児学級担任)

検査 ・相談等 通常の学級児童の個別指導
｀
＼__、授業におけるT2指 導

///

/~桑た対しなi花萱f~卜、
＼、卜、

不登校4LA向児童への対応ャ//

通常の学級 での少人教授業におけるT2子 旨導
」/1

////＼

※ 平 成 18年度は、このような条件のもとに校内体制整備を進めた。通常の学級に在籍する児

童に対する具体的な支援が進むと同時に、すべての教職員で特別支援教育に取り組むという

意識が高まった。対象となる児童への指導だけでなく、誰もが大切にされる学級経営、いじ

めや不登校の未然防止等、「特別支援教育」の理念が普及 ・定着することは、現在の学校が抱

えている様々な課題の解決に資する。

本校では、校内支援体制図には見えない支援も含めて、全教職員で児圭を支えている。
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中学校通級指導教室 (LD、 ADHD等 )の 設置と運用

<乙 副1教育周管内C中 学校の例>

0

OⅢ ナキ教員は転任 とともに通級指導教i担 11とな り、
一からのスター ト

支援ヴ)と、要な生徒の ヒ ‐/クア ッフ、環荒整備、職 員和F修竿

平成 18年度末には、2名 の道級生徒へ授業時間内に定期的な精導、教名の生徒を対象とし

た通常σD学級への巡回指導、テス ト前等の放課後指導を実施

他校通級の生徒はいない,

平成 18年度京都府終合教育センター 「特】11支援教育コーデ ィネー ター スキルアップ講座

乙JII B」の会場校

C)学 校のコンセフ ト=「 一人一人のニーズに応 じたチーム支援を目指 して」

Ｏ

（Ｕ

1 校 内体制

中学生は思春期の多感な時期

人間関係等で悩み始める中で、

にJが苦手な化徒は特に苦戦する

C中 学校では、通級指卓教宝担当教員が校内の特別支

t妥教育コーディネーターであり、右Ltlのように校内支援

体制を整理 し、各十年をベースにした会議を定期的に実

施して、方針に基づいた支援を行っているJ

2 実 践例

入学式、始業式までに、支援の必要な生徒″)リス トア ッブとその支援方法について、研修を

実施 したc教 科fH任制なので全教職員が個々の状況を把握できるよう、学年別に一
覧表にまと

めた.そ して、新入生に対 しては人学式前に事前面談を実施 し、入学式のシュミレーション等

を行つたt中 学′|こで t)、教室の確認をすると新たな環境への不安が和らぎ、 人変効果的であっ

た.

3 環 境整備

個々の居場所を大切するため、個 々のニ

F早解の もとに指導 ・支援をしている

―ズに応 じた支援ルームを確定し、全教職員の共通

ス
　
　
一

テ

　
　
ハ

期

は

定

事行

卜や部活動、

ドにな り、集

あ
ら
ぐ
さ

Ｃ
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保育園 ・幼稚園での実践

<乙司教育局管内保育所での実践>

○ 二 つ1/D公立保育所を開所する管内の市町

① 二 つの保育所すべてで、前期 。後期の二つの時期に、巡回相談を実施

1  取 組の経過 と様子

〇 平 成 10年度より、市町内 3カ 所の保育所にて巡回相談を実施

〇 年 間に 2～ 3回 、およそ 2才 児～ 6才 児の内、 1～ 4名 を対象に実施

① 相 談の場所iでは、担任 ・加配 ・保育主任 ・所長等 ととt)に、相談活動を実施

2 位 置づけ

① 保 育所の職員研修 も兼ねた相談 として実施 している。

O 同 時に、保育所 としては、本校 との継続的な連携 として位置づけているこ

3 相 談の具体的な内容の柱

O 個 号1の見立て (発達や障害の様 子)と 対応だけでなく、障害の基本的な理解 (★日的な発達の

遅れ ・身体の発達 ・対人関係 。ことばの発達び)遅れや偏 り等)や保育体制全般にも関わつた内

容についても相談を行 う,

① 保 護者の子育て支援にも協力

4 成 果と課題

〇 年 少の早期からの発達や障害の様子の見立てとその手だてについて、相談が実施できる=

① 対 象児の発達 と障害ヴ)様子 ・特徴にあわせた保育の設定が、二次的な障害の減弱に結びつ

く ,

0 保 護者の十育てについて、具体的な支援の方向性が話 し合える。

① 早 期診断を導くことにより、保護者の子ども理解 ・障害理解に結びついていく.

0 継 続的な取組として実施することにより、長期的に成長が確かめられる。

保護者や地域社会の理解 ・啓発

<京 都府立向日が丘董護学校 夏 季 公 開研修会>

① 昨 年度より、継続的な取組として実施 (平成 17年度テーマ=『 軽度発達障害』)

O 乙 訂1管内の教育、療育関係者、施設職員等対象

1  研 修会概要

0 同 時 平 成 18年 8月 21日 (月)午 後 1時～4時

〇 内 容 講 演 『自閉症スベクトラム そ の理解と支援』

門 長 一郎 (京都市児童福祉センター 児 童精神科医)

2 11k果と課題

① 当 日、約 210名の参加者があり、地域の就学前施設 ・小学校を中心に参加者があった。

また、昨年度から1/1P継続的な取組として、 一定地域には浸透 してきている.

0 ア スベルガーを始め、発達障害の全体的な概要についても、講演の希望が寄せられた。

① 今 回は、中学校や高校等の校種からの参加者が少なく、事前に取組が必要と思われるこ

- 1 1 -



山城教育局替向
1 桃 山養 護 学 校 の取 組

(1)教 育局と養護学校との連携

0教 育局と共催で 「ももやま土曜講座Jを 開催

桃山養護学校では、平成15年度より特別支援教育推進校として「地域のセン々―的役割発揮」

と「専門性向上」という!1つの日標をもつて実践をすすめてきました.こ の 「と曜講座」は、

その一環として、地域の保護若や教職貝、関係機関等の方々への情報提供、研究 ・実践の文

援として計画し運営してきました.

平成18年度は 「理解から実践を通した支援へ」をテーマに

講 座 講座 のテーマ 言岳自市 参加者

1 軽度発達障害児を担任 している先生方への

テ ィーチャー ・トレーエング

藤原壽子 (中学校教諭)

林索賀子 (中学校教諭)

276名

2 軽度発達障害のある人への就労 ・生活支援 戸田幸彦 (関電特例 子会社

かんでんエルハー ト参与)

195名

3 自閉症スベクトラムと社会性

(ソーシャルストリーなどを使つたSST)

門員 一郎 (京都市児福セン

ター精神科医)

348名

3回 の講座を開催 し延べ、 819名 の参加者を得て、上記の 目標は達成することができまし

た。意見交流での主な意見は

・ 特別支援教育において、子どもひ とリー人のニー ズに応 じた教育をしていく為には、軟師

の意識軟軍が必事であると感 じた.ま ずは、テクニ ックより子 どt)を丸ごと捉える目を持た

ない といけない と思 うこADHDや アスベルガーの担任で トレーエングを受けたいc(第 1

言善す生)

。 今回の講座の内容は、教職員研修で全機で学びたい内容でした。問題行動が起こる前の行

動観察の重要性を痛感 しました。未然に防 ぐことを心がけたいです。 (第1講 内4)

。 発達障害の 子どもの保護者です.学 校で社会で子どt)が困難にぶつかつた時、将来を悲観

的に考え親 子で落ち込んで しまうことが有 ります。で t,、先生のお話を聞きビデオを見て勇

気づけられ ました。 一歩 ち歩できることをあきらめずに頑張つていこうと前向きな気持ちに

なりました。何か子どもに通した仕事を見つけたいです。 (第2講 座)

・ ソーシャルストーリーが子どもを褒める為にあるということが一番印象的でした.と もす

ると親や教師の思いを押 しつけたり問題行動を軽減または11二めさせる為に使ったり、指示に

服従させる為に使つていたと気付き反俗しました.ま た例にあtずられた文章が使えそうなも

のばかりで役に立ちそうです=ダ メな例文t)参考になりました.(第 3講 座)

。 ものすごく勉強になりましたc学 校での実践、支援をしていく上で講座等できちんと学習

することが本当に大切だと思いました.と てt)いい機会でした,(第 3講 座)

。 もt)やま±8窪講座のような講座を地域で実施 していただき有り難い,参 加者の多さに学習

への意欲がわきます.(各 講座共通)

→ 19年 度も内容を検討し継続の予定です
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特号|1支援教育の理解が進んできて、保育1詞・幼稚園から自由遊びの時は目立たないけれ

ど設定遊びになると  0約 束が守れず我がままを通そうとする子

②自分の席から立ち上がリウロウロする子

0同 りの友だちにいたずらをする子

0先 生が話しをしている時に突然口を挟みしゃべり出す子  等 々

ととらえられていた子どt)達に対して軽度発達障害 (自Ffq症スベクトラム園)の 疑いがある

び)ではと、保育に携わる方々グ)視点が変わつてきました。そこで園側から教育相談窓ロコー

ディネーターブ)ところに下記のような依頼がありました,

高機能自開症と診断された目児がいます。全職員で共通理解して指導にあたりたいので、障

害理解と支援についての研修会の講師をお願いします。

養護学校か らの  |● 同への参観、同児の実態親奈 (自由保苦、設定保育)

支援      10ア セスメント票を書くためのアドバイス

0学 習会の中味を検討し提案

G由 閉症スヘクトラムについて講演

②本児のケース検討

・集団として本児をどう兄ていくか、他児にどう説明していくか3

研修会の内容   |・ 場面の切 り帯えについて、写真カー ドでのスケジュール説明の方法

・よい行動を集め、正 しい行動を教えていく!

・表出のコ ミュニケーションのスキルの弱 さ (よく喋るが)が あるので

感情カー ド、フィー リングメー ターの紹介

・トイ レの自立にむけて トイ レッ トトレーエングの資料提供

本児の実態より五つの項 目でア ドバイ スを行いました.園 での本児への理解が進み過 ごし

やすい毎 F]であること、小学校へのスムーズな移行支援が行われることを願っています。

感情 カー ド (山分の体調を伝える時に使ナ+寸)フ ィー リング ズー ター (感情の レベルを伝える)
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(3)校 内委員会と牛き局」支援教育コーディネーターの機能充実を図る

地域の学校の巡回教育相談を通し、特別支援コーディネーターからアスペルガー症候群の

子ども達と実際に関わつてみたい、関わることを通 し保護者や担任への支援を進めていきた

いという意見が出されました=そ こで、校内委員会と特別支援ヨーディネーターの機能充実

と力量の向上を目指 して夏林み ・冬休み親子 ・教師教育相議会を本校の教育相談を受けた児

童を対象に、計 3回 実施 しました。山城教育局、宇治市 ・八幡市の教育委員会の理解を得て

以下のような内容で行いました。

10内 容

付 児 童に対 して、 SST(ソ ーシャルスキル トレーエング)

t 保護者に対して、ベアレントトレーエンーグ

 ヽ担任に対して、ティーチャーズトレーニング

t②ねらい 一″～″～/～′=ノ=夕=/=′～′牽/～′～″～″々 ′宇′～′～′～/～′～/～″々 ′や/～″～ 々″～/～

韓 ・ 教育相談後の子ども達の様子を把据する.(学 校)

t ・ 相談時の緒 言についての検証を行い、今後のより適切な教育相談を日指す、(学校)

・支援フログラムを保護者や教師に提示 し、今後の実践に生かす3(保 護者、担任)

・保護者、担任同士の グルーブカウンセ リングを通 して、共通の悩みを出 し合った り情報 、

交換を行い、家庭や学校で生かせるようにする。 (保護者、担任)
b=/～ /_′ ～ ″～ ′=′ ～ /～ ′～ ノ～ ″～ /揮 ′～ /～ /～ ′～ ′～ ～ /～ /～ ′や ′～ 夕=/― ″～ ′や ′=′ ～ ′～ ′～ ′や ″癖

0参 加者 ～′～/～″～ ～!―′～′～′～′→′～″～′～′～′～′,/～ ′～フ～/～ンー′～ ―′～/―′～ノ～/亀

児童 4名 (内1名 は欠席)i障 害名 ア スベルガー 2名 、自聞症 2名

保護者 3名

担任、小学校通級指導教室担当者、中学校通級指導教室担 当者

養護学校側  : 児 童対応 (4名 )保 護者対応 (2名 )担 任対応 (2名 )

負

成 果

・ 子ども同士の遊びの中での トラブルの要因に直接触れることができ、担任の先生に伝える

ことができた。

・ 子どもの行動や言語に巻き込まれない大人の在 り方を再度話 し合った。

・ 簡単なチェックリストで保護者に自分自身のタイプを知ってもらつた上で、子どもの

接 し方の配慮点についての話をした。保護者からは自分の行動を振 り返る声が聞かれた。

チェックジス ト・・・A・ B 各 8項 目を5段 階で評価

Aの 項目例 1 や らなければならないことを先送 りにする

2 つ まらないミスをする

Bの 項目例  1 興 味のない話を聞いているだけの会合では、席を立ちたいと思 う

2 衝 動買いなどよく考えずに行動することがある

・ 継続 した教育相談の機会 となつた。

・ 2学 期にある運動会、文化祭の取組について担任 と話ができた。

(行事向けの支援 シー トを作成 し支援)
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養護学校では、障害を持つ 了・どt)達が地域で理解 され、よりよい生活ができることをめざ

して学校間交流や居任地交流に取 り組んでいます.

相手校の学校では、養護学校に通 う1司じ地域の友達 と仲良く交流 し、t つヽで ()声をかけあ

える関係を築き深めていくことをね らつて取組が進められています.

ご ■ 年生の児とは事前に養護学校の紹介ビデオを見て学校の様子を知ヤ)疑問点をまとめ

る=

0 当 日は、養護学校の教師が事前の疑問に答えながら、養護学校のこと、障害のことなど

について■年化に分かりや十く話をするi

3 本 人とお母さ/レの紹介をし+年 仕とゲームを通 し交流する.

3 障 告児学級と交流

EI 給食交流 (近所の子どt)達と一緒に)の フ
!ロ

グラムで行つた。

成果 2校 で子どせ)の実態や取組内容について十分な打合せをイfう ことで、自然な形で交流

ができ、ねらいを達成することができた.

00小 学校では、総合的な学習の時間 (全+5時間)に 居住地交流の取組 t)含んで以 下のよ

うな取組がされていますャ

ふ れ る 養護や障級の友達と仲良くなる:友 達を知ろう.(居 住地交流 t〉含む)

校t人の友達を知ろう.ど んな勉強をしてるのかな?

つ か お さらに障害のある人について知ろう=

ビデオを兄る1(卓 いす、点宇等)

む か う 肢llk障害について調べる.

ヽイスで外出してみよう,事 いすを使っている方との交流

調べたことや聞いたこと、体験 したことをまと♂)て発表する準備

い か す 発表し交流する!

手話、点字を用いたり車いす体験から学んだことを生かしてできることを

実行しよう=

このような取組を体験することで、障害の行無にかかわ らず相 手を認めて受け入れ られ る

宗地を持った子どもになってほ しいと願つています。
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特別支援教育の流れのなか、教育局 と連携をとりつつ巡回教育相談を行つています。今年

度の巡回教育相談の特徴 としては、高等学校か らの相談が倍増 したことがあげられ ますc

平成19年度より各高等学校に特別支援校内体制が整備 されることになつてお り、これ まで

の 「生徒指導Jと い う捉え方に 「発達障害 ・特別支援」 とい う捉 え方が加味され るなど、ま

すます養護学校 との連携が広がると思われます。

今年度は下記のような相談があ りま した。

〔注意 !あ くまで も授業参観や、細かいアセスメン ト等に基づ く相談例であ り、同様の現象

を示す児童生徒すべてにあてはまる回答なわけではあ りません。〕

Q  成 績不振 (定期テス トの点数が一桁)の 生徒の単位認定について、また進級について

どのように捉えれば良いか.

A (生 徒の授業参観後)学 習内容は、生徒の実態に合わせた分か りやす さに し、量も少な

くした り、補習参加や レポー ト提出を努力点 として認めた りすることも一案c

Ｑ

　

Ａ

就職希望の生徒と保護者にどのような段階を踏んだ対応をすればよいか。

(生徒の実態等を聞き取 りした後)実 習先として調理関係 とリネンの事業所を紹介。

実習にあたっての指導内容 (実習のかまえや留意点等)や 保護者への説明内容、今後に

向けてハローワーク等の利用についても話をした。 〔養護学校の進路指導担者が対応〕

Q 進路に対するこだわ りが強いが、現状では実現 しそ うにないとい う現実に向き合えな

い。また不登校で うつ傾向にある。 どのように指導 した らよいか。

校長先生か進路指導部長など、担任 とは違 う立場の方に 「単位不足では卒業できない。

卒業できなければ進路実現はない」ことを話 してもらう。 また教科 ごとに色別 グラフを

作成 して、本人にあとどれ くらい出席すれば単位が とれるか祝党的に提示する。別室で

試験をすることや保護者 と本人に医療機関の受診を勧める等。

Q  遅 刻や欠課が多い.自 分の思い (込み)を 阻止されると暴力をふるう、話題が会話中

に自分の興味のある方向に変わっていき、双方向でない。授業中、制服をかぶつて寝て

いるが、時々質問に答える。等の実態をどのように捉え指導すればよいか。

A (高 校の事例検討会に参加し、判断仮説や支援仮説を共に考えるというスタンスで)

生徒の言動の原因を生徒指導上の課題ではなく、発達障害によるものであることを確認

した上で、

・ 1対 1対応ができる場所、時間を確保 (各教科補習プリン トで単位保障と感覚過敏に

対する対応の仕方)

・ 目標 (卒業、進学)を 設定して具体的にどうすれば目標達成できるか示す。

・ 本人 ・保護者も納得 しているので早急に医療受診をする。

その他の相談内容 ・助言等

校内でクールダウン用の場所探 し、内部の構造化についての相談にのる。

「あなたの強みはここ、弱みはここ」 と祝覚的に示す資料を作 り、生徒に提示するc

担任の教師 と日常的なメールでのや りとりを行 うc
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山械南部夜擢地域

京都爾主爾山城養護学校
相護夜揺の実際

全ての学校にけコーティネーター

が11きす。孝げ声をかltてr

学校の相護機能の充実がポイント

朝獅戸酵な口々 ―

Oエ ピソードを含んだT専 な聞き取り

O相 談等の内容から主訴の整理

○指導改善 O配 慮事項の整理

O教 職員間の意思統一

〇保護者支援等

Oア セスメント票の準備 等

京都間主南山城奏熊学秩(事務局)

相談のポイントは何か? (事前検討)

・相談票 ロアセスメント票をも

とにケース検討

O検 討事項に基づいて一定期間、
当該枚で実践し、継続支援を
するケース

O専 門家チーム(医師等)を伴つて
学校に巡回相談をするケース

アセスメントの重要性  茎 茎至茎=

アセスメントの辞書的意味は「評価・査定」です

が、ここでいう評価は、様々な環境要因をできる

だけ整理し、問題解決につなぐための手続きと言

って良いでしょう。問題行動がどんなときに起きる

のか、それによつてどれくらい困るかと言つたこと

だけではなく、どのような時には起きないのか、い

つ頃から起き出したのか(いつ頃まではなかつた

か)といつた、問題がない場合にこそ解決のヒント

が隠されていることを忘れてはなりません。また、

検査等の客観データを活用することや診断に関し

て医療と連携することも非常に重要となります。し

かし、相談の経過の中では保護者が検査や診断

に否定的な場合もあります。その場合でも、診断

や障害の断定をしてはならないことは当然です。

たとえば、アセスメントの過程で自己肯定感が低

く、それを助長するような働きかけや相互作用が

あると分かつたならば、その改善策を検討する。

二次的不適応状態と判断できる事象があるなら、

それを引き起こす要因を特定する等、現状のアセ

スメントの中から、その子供の状態像を把握し

て、障害仮説に基づいた検討を行い、支援の方

策を絞り込んでいくといつたことが重要となつてき

ます。

学校コーディネーター

担任など

~ 接

ン

ン

地域相談  メ 養護学校

支援チーム  相 談支援チーム

医師等こ巡回教育相談の実施

【巡回相談の主な内容】

①授業視察

②アセスメント票でケース
会議

③保護者相談

④事後のまとめの会議

⑤その他のケース会議
(オブザーバー参加有り)

学校コーディネーター

担任、保護者等

地域相醸  ‐

―

｀    基 護学校相談

支援テーム    1   支 援チーム

専門家チーム

娩茂生仏 侵驚書h離 鞠 晩
悩み・困りごとB気づきの訴えや相談事

幼稚園等
小・中学校
高等学校
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相談支援の実績 (平成18年度 4月-1月)

特別支援教育体制推進事業の内容(4月～1月)

相談支援校(園)数 29校 (国)

相談支援ケース 49ケ ース

相談支援のべ件数 1284牛

1回のみの相談 15ケ ース

複数回数の相談 34ケ ース

巡回相談支援実施件数 32ケ ース

発達(心理)検査の実施 16ケ ース

地域相談支援チームと合同で実施 30ケ ース

コーディネーターの役割 軍 室=茎 車=

特別支援教育コーディネーターの役割というと
一般的に
口関係者や関係諸機関との連絡調整
日外部相談、保護者相談に対する学校の窓回

,担任への支援
・校内委員会での推進役

等ですが、これらに共通するキーワードは「つ

なぐ」です。

どういうことかというと、たとえば、一人の子供

の視点で考えてみたとき、その子供の周りには

家庭口学校・地域生活といった環境相互の横のつ

ながりがあり、その環境の中ですごした時間の経

緯といつた縦のつながりがあると考えることがで

きます。これらの環境の横断的、縦断的視点をあ

わせて見つめると、その中に子供を支援するた

めのリソース(資源)が含まれていることがわかり

ます。ここで言うリソースは、人の場合もあります

が、建物や組織、社会的システムそして、情報等

すべてを含んだ概念です。それらは、ある部分は

つながっているが、ある部分は無関係に存在し

ています。しかし、良かれ悪しかれ子供は自分の

おかれているリツースの中で生きて行く存在であ

り、それらを有効に活用することが支援であると

も言えます。

たとえば、関係者会議を招集して関係者同士を

つなぐことや、アセスメントを通して現状分析し解

決にむけての一連の筋道をつなぐこと。時には

専門性を発揮して情報を関係者につなぐこと等、

コーディネーターは様々なリツースを見いだし、リ

ソース同士を結びつけて、最大限に機能させるこ

とがコーディネーターの役割ということになるので

す。

塁
巡回支援の後t点 練 ・フォローを

口巡回教育相談以降、継
炉   匿 窪忌石

7~イネーター

して相談支援が必要な

ケースの検討口分析を行

つ           地 域相」l   た` |
支援チーム    |

〇相談校より事後の取組の報告

O継 続支援の内容の整理

養護学校相談
支援チーム

1多様な支援をすすめてセンター的役
| (養 護学校口地域等連携推進事業)4

割を発揮 |
月～1月  十

事業内容 件 数 備  考

盟
客

寝

小学校

中学校

保幼高他
‐７十‐‐‐一ｉ３２

自閉症教育・理解・支援をテーマ
8/21公 開講座こ教職員60名

10/21公開講座ぞ
保護者90名を含む300名

来校相談 42 就学相談は別途(就学相談部)

指導達携 48 1福 祉事業所を中心とした連携

主治医訪問 41 医療を中心とした連携

ケース会議 小学部7中 学部4高 等部8(医 療・福祉・行政等)

山城南部夜揺地域での相護支援の具体的事例

山城南部支援地域 (南山城養護学校)では、医者・福祉等の専門家チームと共に、養護学校・

小・中学校・通級指導教室の先生が一緒になつて、相談支援を実施しています。

次のページから、相談支援を実施した中から、特徴的なケース(事例)を紹介し、相談を受ける

際に参考にしていただきたいと思います。
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「保護者相談経由、相談支援会議コーディネート型」

校  種 中学校 対象児童口生徒等 2年生男子

相談経路 保護者より電話相談 受付時診断 PDD診 断あり

学校主訴
1

2

登校じぶり

対人関係不適応

保護者主訴

登1交しぶり

特定のクラスメイトとのトラブル

母親にベタベタくつつくなど、年齢相応の対応をどうすればよいか

内容と背景

特定のクラスメイトからの暴言で登校しぶり状態が起こっている。

学校側は生徒指導の範囲内で対応しているが、改善されていない

対人関係を中心に本人に大きな困り感がある。

護者相談で組織の設置(呑目談支援会議)

CI‐
養護学校へ電話相談

(養護学校担当)

電話相談で、保護者が在籍校への連絡

を望まなかった。面談においても学校との

連携の必要性は理解しつつも、家庭や本

人の対応で改善できないかという意向を

持たれていた。その後、本人面談を含ん

で2回 目の面談を行い、学校狽Jとの連携

を承諾、在籍校に経緯を連絡し、相談支

援会議を行い、現状の確認と今後の対応

について検討した。現在も相談支援会議

を継続している。

面談 I(養 護学校で) |

と__1母

面談 Ⅱ (養護学校で)
(本人・母親 養護学校担当)

一  ヽ

一 ―

相談支援会議 (在籍校で)

(校内委員会 地域コーディネーター 養護学校担当)― ―一一―――
さL

十経過報告

「在籍校経由、巡回教育相談型(面談有)」

②学校コーディネーターの気づきを相談に

(学校コーディネーター 担任    十

地域コーディネーター 養護学校担当) |

___l_=~~~  ___

事後誠密会議 (養護学校で)
(学校コーディネーター 担任

地域コーディネーター 養護学校担当)

在籍校コーディネーターから本校に打診

があり、アセスメント票を作成し本校で事前

調整会議を実施することとした。地域コーデ

ィネーターに連絡し、事前調整会議への出

席を要請。アセスメント票を元に事例を検討

し、巡回教育相談を実施し、保護者の希望

により面談を行つた。その後、在籍校コーデ

ィネーター、担任、地域コーディネーター、本

校担当で事後調整会議を実施した。なお、

若干の改善も見られたが、教室内へ入れな

い状況は続いているので、在籍校校内委員

会で継続的に対応する旨確認した。

校  種 小学校 対象児童・生徒等 3年生(男)

相談経路 在籍校コーディネーターより連絡 受付時診断 PDD F診断

学校主訴
教室への入室困難

学習不適応

保護者主訴

教室で授業を受けさせたい。

学習の遅れを取り戻したい。

家庭内で妹と喧嘩が絶えない

内容と背景

口教室への入室困難により主に障害児学級にて課題学習を行つているが、本人の状態で不規則

口友達と一緒に遊ぶこともあるが、些細な行き違いからトラブルが絶えない。

-19-



校  種 小学校 対象児童,生徒等 4年 生男子

相談経路 在籍校ョーディネーターより連絡 受付時診断 PDD診 断あり

学校主訴
1 対人関係トラブル

家庭との連携についてどのようにすればよいか

保護者主訴
・友人とのトラブルの解決をどうしたらよいか

口家庭での学習、家庭生活の中でどう対応したらよいかわからない

内容と背景

・些細な思い違いによって友達とのトラブルが頻発し、本人の困り感が大変高い

。現在、仕事を持つ母親と二人暮らし(父親は単身赴任)

・母親は様々な相談機関に相談をしているが、今ひとつ納得できず、学校側への対応を強く迫つている

「保護者、在籍校経由、巡回教育相談型(面談有)」

区愛襲亜麺亜顛憂ヨ

: _ _

!理
論 ィ…Lど笙王ど響車

1      巡 回教育相談 (在籍校で)

(校内委員会 ホ 地 域コーディネーター 養護学校担当i

l  亜

「地域コーディネーター経由、診断コーディネート型

保護者が在籍校に、養護学校の巡回教育相談

を受けてくれるように要請。在籍校の依頼に基づ

いて事前調整会議を実施し、アセスメント票を元

に事例の検討を行い、巡回教育相談を行つた。

保護者の希望により面談を実施するとともに、保

護者と学校との連携についての今後の方向を確

認した。その後、事後調整会議を実施し、事例の

改善が進んでいることを確認したが、保護者が家

庭生活におけるアドバイスが欲しいという要望に

応えて本校において面談を実施した。その後、家

庭での問題は減少し、本人の因り感も低くなつ

た。

在籍校コーディネーターから地域コーディネ

ーターに打診があり、アセスメント票を作成

し、本校で事前調整会議を実施した。事前調

整会議でアセスメント票を元に事lylを検討

し、巡回教育相談を実施し、保護者の希望

により面談を行つた。保護者は診断を希望

し、後日地域コーディネーターが知能検査を

実施し、保護者と本人が受診してその結果

を元に、相談支援会議を実施した。それを通

して、保護者は長年の不安が解消され、家

庭での本人に対する対応を考え始めた。

在篤彼

ヨーディネーター
地壌■―ディネー,一

事前調整会議 (養護学校で)

十  (学 校コーディネーター lB任
1 地域コーディネーター 養護学校担当)

校  種 中学校 対象児童・生徒等 1年生(男)

相談経路 地域コーディネーターより連絡 受付時診断 なし

学校主訴
1 学習不適応、対人関係不適応

教室に入りにくくなる状況の改善2

保護者主訴

内容と背景

・教室で授業を受けさせたい

。本人への対応方法がわからない

・教室への入室困難により別室にて課題学習を行うことが多い

B友達の言動を自分への非難とうけとつての暴力やパニックが頻発

・保護者は本人をどうとらえたらよいか戸惑っており、診断を希望

④巡国教育相談で 害の診断を受けて

巡回教育相談 (在籍校 で)

ディネーター 養護学校担当)

情報提供
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「保護者相談経由、関係者会議コーディネート型」

校  種 小学校 対象児童。生徒等 4年 生女子

相談経路 保護者より電話相談 受付時診断 なし

学校主訴
1 不登校の改善

学習不適応、対人関係不適応

保護者主訴
・不登校の改善
。本人の行動や反応をどうとらえたらよいか

内容と背景

不登校

就学以前に両親は離婚

2歳頃より服や持ち物にこだわりがあり、納得するまでパニック有り

⑤保護者も

― ―

関 係 者 会 議

|(両親 校内委員会 通級指導教室担当

1養護学校担当)

校長 ヨーディネーター

養護教諭 担任

電話相談で、保護者が在籍校との連携を

望まなかつた。面談において検査、診断を

希望されたので、本校にて手配し、合わせ

て在籍校との連携についての必要性を説

明し、面談後在籍校に経緯を連絡し、相

談支援会議を行い、両親を含んだ相談支

援会議を実施し、現状の確認と今後の対

応について検討した。

その後、横内体制が整備され、一致して

改善に向かつて取り組まれている。

「在籍校経由、巡回教育相談型(面談有)」

⑥地域重―ディネーターが中心となって

事前調整会議 (養護学校で)  |

鵬路 了7な曳軽晶却 |

1      巡 回教育相談 (在籍校で)

1雌

難 ・

陥

辞 抑

前

在籍校コーディネーターから地域ヨー

ディネーターにす丁診があり、アセスメント

票を作成し、本校で事前調整会議を実

施した。事前調整会議でアセスメント票

を元に事例を検討し、巡回教育相談を

実施し、保護者の希望により面談を行

つた。その結果、別室での課題学習は

定着した。今後指導をどのようにすすめ

ていくのかは、地域コーディネーターが

フォローし、経過報告を受けることとし

た。

(母親 養護学校担当)

相談支援会議(在籍校で)

(技内委員会 * 地 域コーディネーター 養護学校担当十 承 校内委員会

検  種 中学校 対象児童口生徒等 1年生(男)

相談経路 地域コーディネーターより連絡 受付時診断 ADHD F診断

学校主訴
| 対人関係不適応

教室に入りにくくなる状況の改善2

保護者主訴
口教室で授業を受けさせたい

・投薬もしているが、本人への対応方法がわからない

内容と背景

・教室への入室困難により別室にて課題学習を行うことが多い。学力は高い

口友達の言動を自分への非難とうけとっての暴力やパニックが頻発

在籍校
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3 特 別支援教育充実事業の非常勤講師を活用した校内体制充実

『やましろ恭来つ子』 剛究推進横として指定

通常の学級に在籍するLD・ AI)HD・ 高機能白開症等の児童生徒に対する支援が喫緊の

課題となつている中、山城地域におけるこれらの児童生徒に対する支援のあり方を研究実践

する学校を 「特別支援教育充実事業に係る研究実践校 (『やましろ末来つ子』研究推進校)」

(以下、「研究実践校」という1)と する.

研究実践校においては、児童生徒一人 一ノ、の教育的ニーズを把提 し、児童生徒の持てるカ

を高め、生活や学習上の困難を克服するために、適LJlな教育や指導を通じて必要な支援につ

いて研究を深め、実践を推進するとともに、その成果の普及に積極的に努める.

の干」そ

!  非 常勤講師の配置校における研究実践を発表のほか、通級指導教室 との連携 i

iした取組、幼稚園における特別支援教育の実践、市町村の独自の取組等の発表 i

:を行い、山城地方の特別支援教育の充実に資することを目的 として実施!   !

(1)校 内体制の概要

①校向毒員会
・ 定例月 1回及び臨時でその都度開催

・ 特別な教育的支援をIZ、要とする児童び)指導 目標や内容、指導の手立てについて検討

(個別の指導計画の作成)

・ 特号1支援教育コーデ ィネー ターを核に、全教職員が協働 して、教育相談をは じめ関係機

関との連携を深めて実践び)推進に努める.

・ 児童生徒ごとにチーム会議を作 り、実態把握や支援方法17D検討を行い、非常勤講師の活

用方法を含め、梅導方針を決定=

・ 小 ・中学校の連携 (連携会議)

・ 特別支援校内委員会の構成…特号|1支援教育ヨーデ ィネーター、教頭、教務主任、生徒精

導主任、教育相談部長、養護教論、非常勤講師

]特 局」な教育的支援が必要な児童生徒の実態把握

2‐ケースについて、具体的な支援等の協議検討

3巡 団相談及び専門家チーム相談依頼するケースの整理 ・検討

Ci保護者との相談

3研 修会の実施

10」ヽ・中学校の連携

ミム
の
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②特BIJ夜標教育コーティネーター

・ 特別支援教育コーディネーターの役割O宇級担任からの相談の窓日と児童観察②巡回相

談を受けるなど関係諸機関との連携役0校 内委員会を中心になつて運営0全 教職員の共通

理解化を図るO特 別支援教育コーデ ィネー ター としてのスキルア ッブ研修

・ 担任を中心に、特別支援教育ヨーディネーター ・非常勤講師 と連携 して、保護者 と榊談

をイ丁う。

■校内委員会、支援チームの運営

12校内の関係者や地i或の関係機関との連絡

0学 級担任への支援 (「アセスメント票」「1固刷の指導計画」の作

成を含む。)

13相談関係者との連絡調整

3専 門家チーム、巡□相談等の関係機関との連絡調整

0幼 稚園 ・保育所 (園)、小学校、中学校等との連携

171董護学校との連携

③個呂Jの指導計画
・ 担任を中心にアセスメン ト票から 「その子の教育的ニーズは何か、どのような手立てが

有効か」年の検ふ|を行い、個別の指lT3計lmJを作成.

・ 個別の児桟ファイルを作成 し、指導記録を者積3

・ 指導言卜画の検証 と修 1にPI) C Aサ イクルで実施.

「個別の指導計画は、児童生徒一人一人の障害の状態等に応じた

きめ杵日かな指導が行えるよう、学校における教育課程や指導計画、当

該児童生徒の個別の教育支援計画等を踏まえて、より具体的に児童生

徒一人一人の教育的ニーズに対応して、指導目標や指導内容 ・力法等

を盛り込んだもの」

(「小 ・中学校におけるLD(学 習障害)、A Dtt D(注 意欠陥/多 動

性障害)、高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のための

ガイドライン (試案)」平成16年 1月 より)

④関係話機関等この連携
・ 必要に応 じて、関係諸機関と連携 した り、巡回教育相談を活用する。
・ 保護者 と連携をとり、学校 と家庭で一員した対応を′とヽがける,

■巡回相談の利用、専門機関の禾」用のほか、通級指導教室の禾」用

も含めて、連携した取組を進める。
十ZJ固局」の指導計画作成時に、保護者の意見を十分に聞いて作成し、

支援を協働して行う。
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⑤町修
特別支援教育にかかわる研修を行 う′

学校だよりに 「特別支援教育」関連記事を掲載 し、保護者への理解、啓発を行

学級活動の時間に、「十人十色のカエルの子」を活用して全校児童に持導.

校内の重点研究を特居|1支援教育 として取 り組むこ

“事例検討会を実施し、他の教員が実施した支援内容や方法を学

び合う。

そ一人一人の教員が、校内の資源者として協lal作業や活動を進め

るために、専門的な知識を身につけるための研修を実施する。

担任が一斉指導を行っているときに個別に指導支援を行 う。

教育相談室等の特弓|な場を設!ナ、個別精卓や小集団での指導を行 うこ

専門機関の教育相談時に十:打席 し、 日 常 /1観祭記録について意見を述べた り、

バイスを支援に生かす=

特局十1支援教育ヨーデ ィネー ターが児童観祭、児竜の個別指導、保護者面談、

相談等の活動をするための後補充授業を行 う.

児童生徒の情報収集、整理を行 うこ

教材 ・教具の作成

れ任が個別指導を行つている間の後補充授業.

児当生徒の悩みや不安 ・ス トレス等の解消を図る.

つ

受けたア ド

研修、巡llnl

・ 特別の支援を要する児童生徒への個別の指導計画に基づく支援が進んだ。

・ 特別支援教育ヨーデ ィネーターが校内の支援体市」を整備 しなければならないとい う白党

が高まつた.

・ 特別支援教育コーデ ィネー ターが全校児童生徒の実態を把握するための動きができた。

・ 特別支援教育コーデ ィネー ターの校内外における相談活動が進んだi

▲ 個 別の指導言1画を、 PDCAサ イクルの中で、常に児童生徒の実態に応 じた学校体制に

よる支援を進めるために実効性のあるt)のとし、児童生徒に適切な支援ができるように二「1

夫していくt

▲ 幼 稚園 ・保育所 (園)や 他校梅 との連携 した取組を推進 していく.

▲ 通 級指導教=や 障害児宇級 との連携 した取組を推進 していくf
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4 中 学校通級指導教窒 (LD・ ADHD等 )の 設置と運用

山城地芳3中学機に通髄 蓼彊肇筆設置

宇治市立槙島中学校 ・城陽市立南朔陽中学校 。加茂町立泉川中学校

生徒一ノ、一人、それぞれの特性があ ります:得 意なこと不得意なことはそれぞれ違いま

す。生徒の中には、ある教科の学習のスヒー ドが緩やかな生徒、
一

度にたくさ/レの1青報を

与えられると混乱 して しまう生徒 t,います.ま た、友人関係を円滑に保つのが晋手な生徒

や、気持ちをコン トロールするのが吉手な生徒 t)います.

生徒が、在待する学級での学習や生活を、より充実 したものにするために、一人一人の

特性に応 じた指導や支援を行 う通級指導教生が開設 され ました。

<具 体的な実践より>
生徒

一人一人の状態に応 じた指導計画を作成 し、課題に応 じて個別の指導または小集団の

指導を行います。落ち着いた環境の中で、生徒が持つ能力をづき出 し、自信が持てるような

指導を目指 して指導にあたっていますcま た、必要に応 じて、医療 ・福祉 。その他関係詰機

関と連携 して指導 ・援助を進めていますc

平成18年度の実践の中から、紹介 します.

「通級 指 導 教室 |で 行 った学 習 内容 の例

A児

B児

ブ)十話と‐■|十

、!オ!i、 |」|〒

(′`すlt代|)ヽ■|

|     | ( 1

/ →
わ

■
1之

ど吊



保護者等への広報の例

生徒たちは一 人一人違った個性を持つています.能 力の発達 も一人一人異な ります‐

学校は個 々の生徒の長所や短所に配慮 し、十回に応 じて学力を高める指導を しています:

しか し、中にはそれ以上に個別に支援を老、要とする生徒 もいますt

このような生徒に、教科や人間関係rl l学習を支援する目的で通級持tTS教室を設けてい

ます.

また、通級 して支援を受けるほどではないけれ ど、なにかの支援が4Z要`な生徒もいる

かと考えます.

このような生徒や保護者の方々のために、i通級指導教=で 相談を受け|十ヽけていますこ

生徒が自分の判断で中し出ることもできます.保 護者の方の相談 t,受け付けますc

「頑張っているのに思 うように成果が上が らない」「勉強の仕方がわからない」「学級

や部活動で友人とうまくいかないことが多い」等々、支援が老、要だと感 じる場合、学級

担任または 通 級指導教室i巳導に御連絡 ください.

指導方法の工夫改善
個々の生徒の二十ズに応 じた授業や指導方法を工夫 します。

「楽 しい授業」 「わかる授業」 「良い指導」などは皆の願いです。
わからないこと、困つていることがあれば

遠慮なく直接担当の先生に申し出てください。

申し出にくいこと、難 しいことなどは、
適当な相談先に申し出てください。

担任の先生
スクール

カウンセラー 心の相談員 通級指導教室 その他色々

それぞれ相談し、支援します。
必要に応じて適切な相談先を紹介します。

通級指導教室では
以下のようなことをします。

学習方法 口計画等 ・保護者との相談
口問題点の整理と助言

指導方法の工夫 日配慮等

通級教室 口巡回等による支援 (授業中)
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南円教育局誉向

体となり、様々な支援窓||と連携した文接ネットワークを作っています‐

幼児丹1から成ノ、ttllに至る1とネ化したlll十強支援ネットワークの構築を,11岳しています

丹波養護学校`縛丹教育局

相談支援チーム

鞭
髄 i 4ヽ密B/1ヽ
螂 中

京都府南丹教育局 ・京都府立丹波養護学校

1特居」支援教育

京都府南丹教育局 ・京都府立丹波養護学校

卒業後・成人期

方・i連所等・生活支援)

就労支援連絡会議 (予定)

1中学F資・1やi手
′
1校

(′1十ヽ白!…|ントH;●浄i十洵;)

教育・保健・福祉・労働部局を横断した南円田域隅談支援ネツトワークの構築
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南丹局管内では、京都府南丹教育局と京都府立丹波養護学校が緊密に連携し、その機能をお互いに生かした地域支

援を行っていま
―t

*電 話等による申し込み

京都府立丹波養護'対交0771-42-5185

特別支援教育ヨーディネーター ・担当部主事

基本は火曜日

―
―
▼

教育相談申し込み表の送付

―

―

）

教育相談申し込み表の返送

教育相談の実施にあたつては

丹波養護学校の専門性に加え、管内の多様な

相談機関等との連携のもと、より専門性の高い

支援を丁寧に行うことを大切にしています.

南丹教育局・丹淡養譲学校

相談支援チーム (18‐範

南丹病院精神科 ・神経科医師

社会福祉法人花ノ木 ″芭ヽ理判定具

洛西愛育園長 臨 床発達″い理十

社会福祉法人花ノ木

障害児者地域療育等支援事業ヨーディネーター

京都府南丹保健所保健室健康支援担当

丹波養護学校亀岡分校副校長 特 別支援教育土

亀岡市立亀岡小学校 通 級指導教室担当

南丹市立園部小学校 通 級指導教室担当

亀岡市立東輝中ギ技 通 級指導教室担当

南丹市立園部中掛交 通級指導教室担当

丹渡養護学校 特 別支援教育コーディネーター

丹波養護学校 自 立活動担当

(教育相談〉

平成 16年 度   591「 T

平成 17年 度  168回

平成 18年 度  143回 r121181まで)

(研修支援〉

平成 16年 度    9件

平成 17年 度   23件

平成 18年 度   12件

保育園 ・幼椎園 10+li
′トキ軒交        191牛

中学校    19件

高等年十交     0件

その他      7件

発達 ・障害等  21件

学習内容     4件

就学 ・進学   24件

そ″)他      6件
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校内支援体制と特別支援教育コーディネーターの機能の充実

管内では、IンD、 ADHD、 高機能白閉症等を含め、1常

告のある児童生徒への指導や支援について検討をするため

の校内委員会の設置及び特別支援教育コーディネーターの

指名がすべての小中学校で行われています.

管内特別支援教育コーディネーター等交流研修会

管内幼 ・小 ・中 ・高等学校の特別支援教育コーディネー

ター等の機能の充実を図るために、南丹教育局、丹波養護

学校、南丹地区幼 ・小 ・中 。高連絡協議会が共催で実施し

ました.
・講 演  「南丹の特別支援教育を推進するために」

講 師  京 都府教育庁指導部特月1支援教育課

指導主事 鋒 山 智 子
・分散会 5分 散会に分かれて、実践報告、研究協議等

を行った。

* 管 内○〇小学校 コ ーディネーターからの依頼

「5年 生児童を対象とした

障害理解公開授業における講師J
→ 5年 生児童を対象に養護学校理解、障管理解に係

る授業を行 う

児童の感想

私の家の近くに養護学校に通つている人がい

ます。先生の話を聞くまでは、毎日どんなこと

を勉強 しているのかなぁと不思議に思ってい

ました.で も、先生の話を聞いて、その人その

人の障害に合わせた生きるために大切なこと

を勉強していることがわかりました。私は障害

があつても同じ人間だから、障官があって()毎

日楽しく過ごせたらいいと思いました。

分散会実践報告 第 1分散会 A幼 稚園 「白閉症スベクトラムA児 の実践」

第2分散会 13小 学校 「B小 学校の特別支援教育の取組J

第 3分散会 C小 学校 「特別支援教育コーディネーターの役害1と活動」

第4分 散会 D小 学校 「通常学級に在籍する傾r亨二年児童の取り|||し指導から学んだこと」

第5分散会 E中 学校 「具体的な特別支援の実施について」

特別支援教育コーディネータースキルアップ講座

平成 18年度、特別支援教育コーディネータースキルアップ講座を亀岡市の1マ学校を会場に開催しました.

授業についての説明の後、公開授業を授業し、LD、 ADHD等 の児童への指導 ・支援のあり方について研修を深

めました.ま た、小学校の特別支援教育コーディネーターの実践発表を通して、校内の特別支援教育の推進や具体的

な支援体怖」1/1整備、コーディネーターの役割など大変参考になる内容となりましたc特 に、担任の気付きを校内委員

会で検討する前に、索甲く相談や対応ができるミニケース会議、児童の様子を記入する相談用紙、支援シー トなど今

後、各校での取組に生かせる報告でした.

特別支援教育充実事業

発達障害者に対する支援が喫緊の課題となつている中、各学校が校内支援体帝Jを整備し、通常学級におけるこフ1)、

ADHD等 の発達障害のある児童生徒の学習面・生活面の困難を改善するため、平成 18年度から京都府の新たな事業

として、非常勤講師を配置しました.

南丹教育局管内では、小学校8校 、中学校4校 にそれぞれ配置し、各校の特別支援教育コーディネーターと連携し

ながら支援をイfつています.通 常学級で特別に支援の必要な児童生徒の実態把握や個別の指導計画の作成、取り出し

による個別指導・少人数指導、通常宇級での指導支援等、それぞれr7D学校の状況に応じた多様な取組を行つています.
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(特別支援教育充実事業非常勤講師)

年前

朝

(打合せ)

子どt)の様子、

指導の形態 ・場

Fll千

(8時lqlこ出勤|

5校時

(TT→ 個号D

D児 (3年)

教室か ら出た1)児

と個局可の1調オ9り

平成 18年 度からLD、 ADHD等 の児童生徒t,法的に追級指導教室の支援対象となりました.こ れまでt)、管内

では4小 学校に7教とが開設され、合わせて79名 の児童が支援を受|十ています。また、新たに管内2中学校に通級

指導教宝が開設され、4名 の生徒が通級による支援を受けています。

発達障害のある子どt)への学習支援をこれまで行つてこ

らオした中:門1化を連携の中で生かしていただこうと、 2名 び)

小学校通級指導教室担肖者、各中学校の通級指導fll当者に、

南丹教育局 ・丹渡養護学校神談支教室援チームに入ってい

ただき、チームでの巡回相談等を行ってきています。

中学校における通級指導教室は、今年度から始まったと

いうことセ)あり、まだ通級する生徒が少ない状ヤ兄です(〕

支援の必要な生徒や保護者の理解啓奄を一
層進め、効果的

活用を図ることが言題 です.

こうした課題解決に向けて、定期的に中学校通級指導教

宝連絡会議を開催 していますc取 組の現状や課題を明らか

にしながら、連携 した支援をさらに進めていきたいと考え

ています

【管内通級指導教室の設置状況】

簡単に子肯導げ)様子を連携

3校 時

('1T`指 導)

D児 (3年 )

音楽発表会に向

|十ての合奏練習

4校時

(TT指 導)

E児 (2年)

図工で作品作 りの

ア ドバイス

できた4作古!1を見て満

足そうなI弓児給食がんばリカー ド(C'こ・IこりD

6校時

D児 の ド校後、

教材研究 と指導

記録び)作成

願

校内委員会 (D児について)

(こび)日1封交内委員会に出席の予定だったので、

次の日の勤務時間が短くなつている1)

終 光 食

・
連 聞 外 υ チ

?諦

E児 の清掃 を

見守ったり、励

ましたり

1校時

(1回丹可十旨導)

B児 (2年)

文字の指導 (音韻

文イ手二げ)形)

2校 時

(TT指 導)

C児 (1年 )

体育で折 り返

リレーの支援

通級指導教室との連携

亀岡市立亀岡小学校 通 級指導教宝 3教室

亀岡市立千代)|1小学校通級指導教室 1教室

亀岡市立束輝中学校 通 級指導教室 1教室

南丹市立園部小学校 通 級指導教室 2教室

南丹市立宮島小学校 通 級指導教室 1教室

南丹市立園部中学校 通 級指導教室 1教=
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亀岡市の取組

亀岡市特別支援教育巡回相談委員会 (巡回相談チーム)
1 亀 岡市における巡回相談チームの特色

・京都府立丹波養護学校、京都府南丹教育局相談支援メンバーの相互相乗り
。相談対象は、保育所 ・幼稚園から小中学校までの支援の必要な幼児児童生徒

2 巡 回相談の手川東
保 ・幼 ・/j ・ヽ中学校 (園)

O1 0 0 0

④

巡回相談チーム

巡回相談チーム構成員 (15名 )

・市内保 ・幼 ・小 ・中 ・府立養護学校の教職員 11名
・関係行政機関の職員保健センター ・福祉関係

地域支援コーディネーター         2名
・医療関係者等 (医 師 ・研究所教育相談員)  2名

※ 3～ 4名 でチームを組んで相談

０
一
　
℃
一
℃
一
‐

0児 童生徒 ・保護者 ・担任からの悩み ・困りごと。気づきの訴え・相談

0校 内委員会で、聞き取り内容の分析、主訴の検討

嘔)相談票、アセスメント票の作成と提出

C巡 回相談の中請 市 教育委員会へ文書で申請 (相談票、アセスメント票等)

G巡 回相談の実施 (・略日の流れ)
ア ア セスメント票を元に情報の整理

イ 授 業参観

ウ ケ ース会議

に、要に応じて養護学校、府の相談支援チームヘ)

C 軽ヽ回相談報告書の送付

巡同相談時tl Dケース会議の内容について学校 ・保育所 ・幼稚園等ヘ

こ|六交内での取組の報告

巡回相談後の報告を文書で市教育委員会へ報告

榊談支援件教

平成17年 度(9月～3月) ・ ・・ 17件

平成 18年 度(4月～1月現在)。・,19件

ぶじ呆と言界護

(1)児童 ・生徒への過靖 や支援、校内の支援体制等についての支援を図ることができた。

9)幼 稚園、保育所からの相談にも対応することにより、小学校での理解や支援に生かすことができたc

(3)医療関係者 ・福れLvf巳当者 ・養護学校教員と共に相談を進めることで、支援について関係機関との連携など幅広く

検言寸できたt

14)「個別の支援計画」の仰成による、児童 ・生徒
一人ひとりのライフステージに応じた継続支援が課題である,

校

内

委

員

会
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就学前への支援

における 「気になる子 |の 支

実 態 → 1 保 育所、幼稚園で 「気になる子ども」力当秒他 多く対応に吉慮しているc

2 専 門的アドバイス、研修、保護者支援のための連携を望んでいる

D発達障害児をもつ保護者のエーズ

実 態 → 1 親 は 「気になってから診断されるまで2年以上J要 しており、身近な地域で本目

談できる機会を望んでいる

2 幼 児期の支援が就学 ・進学時にうまくつながらず、親子が苦慮している。

“
丹波養護学校、南丹教育局、南丹保健所、三者で年間事業を共有 ・調整し、協同関係に

"

及 啓

護 者 支

門的相談支

調係 機 関 連

早 期 発 達 支

従 事 者 育

～南丹広域振興局 地域振興計画 ～

● 府民、関係者向けセミナーの開催

テーマ 『ちょっと気になる子への理解と対応』

●荘達障害児の家族のつどい 『ぶどうの木』の自主活動の支援

●発達障害児相談事業

①小児科専門医、保健師による個月叶日談

①臨床発達フト理士、保健師による保育現場出張相談
`1養

護学校 ,教育局相談支援チームとの戦
'

●南丹地域発達支援担当者会議

就学前支援の充実と教育へのつなぎを主題に研修、会議を開催
“
特別支援連携協議会との連絡調整

"

●5歳児モデル事業 ～モデル保育所、幼稚園の年中児対象～

育ちにくさや子育ての困難さに親と関係子が気づき、lll談できる機会としくみづくり

①保健 ・保育従事者事前事後研修

①保護者に健康観祭票、子育てバンフの配布

〇保育者参加によるカンファレンス

①5歳 児発達神談

〇相談事後支援 (親支援教室 ・子ども現場支援〉
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管内では、障害者の就労1支援に向けた取組が南丹保健所からの提起により進められようとしています.

南丹教育局 ・丹波養護学校もこの動きに連携し、部局をflkえた支援継続の取組が始まつています.

(背景 となる状況〉

1章甘者白 1ヾ支援法ブ)施行に伴い、施設から地城への移行が大きな課題 となる中で、今後、生活や就

方に関する村1談支援体制の充実がますます重要である。

年度 1 6 1 7 18(予 定)

‐般就労 ワ 9 tD

(北′
ブ鉢1林売) 1 1

(す全十口辻郵拘 1 1

福祉就労 1 7 2 0 2 0

在宅 1 0

(障害者子帳交付状況)

身体|や害者判長 7, 710件

噴育手候    1, 030件

1青ネ中保健福れL手帳   3291牛

* 管 内人口比  5。 78%

20人 にひと',は十古「らかの「章作寧があり

支援をサZ要としている

柵 ネ吉夕昏 家庭復帰 転所
公常住宅への

人培
入院 タヒ亡 その他

0 0 r 2 1 0 2 6 6

16年 度、 17年 度 i量所者調合よ↓)

管内の就労者は2年間で1名もない状況にある.

ヽコH・BIIIIIIIIIIIIロ ッ__

南舟願域障害者就労支援連絡会議の発是

イr政機関 t亀岡市、南丹市、京丹波町

南炉]イ呆健所、ハローワーク田部

教育関係 |)+波養護学校、南丹教育局

相談支援機関 :障害者総合相談支援センター 「
結丹」

花ノ木医療簡 Lセンター

亀岡市障害持生活支援センター

障害者生活支援センターこひつじ

事業考 :地元商工会議所、地元企米

* 定 例会議の開催

障害者の就労に関する現状 ・課題の把握

1時害者就労に向けた連携

障年者の福祉的就労 ・授産振興の充実

求人・求職情報の共有化 等

* 就 労に関する関係者アンケー ト

* ジ ョブノく― トナー養成講座の実施

* 企 業実習に向けた取組
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圏域全体の支援ネットワークの構築

年間2回 の会議を持ち、情報交流 ・意

見交換を行っています子,18年 度第 1臣|

会議では、子と達障害保護者の会 「ぶどう

の木」世話役の西円さんから保護者の立

場からのお話を聞かせて頂きましたこ

南丹圏域障害児者相談支援のあり方検討会議の発足

教育が先行した形で進めてきた、この口域におけ

る部局を横断した支援ネットワークを吏に発展させ

る事を目的に、南丹保健所からの提起を受けて発足

した会議です.部 局を越えた 「広域的な相談支援ネ

ットワークの構築」及び障害者の就労支援を上な検

討課題としています.こ れまで作られてきた支援ネ

ットワークや支援事業を背景に、 19年 度より次図

のようなネットワークの構築を「1指しています.

特別支援教育連携協議会

その趣着

南丹教育局 ・丹波養護学校は、平成 17

年度より「南丹教育局管内特別支援教育

連携協議会Jを 発足させてきました。こ

の会議は、りJ児児童生徒に☆十する支援体

制を構築する特別支援教育の趣旨を路

まえ、医療、福祉、労働、行政等の関係

機関との連携の下、就学前から成人期に

至る、ライフステージに応じた支援の利米

続を目的としています.

議 員

南丹圏城障害者総合相談支援センター結)]`ば ネラルケ7マ

ネーシ
ヾ
十~

千11会福祉法人花ノ木障害児者地域凍育等支援事業コーデ

ィネーター

亀岡市1培害者生活支援センター セ ンター長

′H皮共同作業所長、かめおか作業所長、ワークスお一

↓坊臨党長、あけばの学国人木寮長

有限会社同新製材所社長、株式会千崎ヒ勢クリーエング

十上長

社会福れL法人花ノ木副所長 医 師

京部;府南丹保健所保健生長、福祉室長

亀岡市障害児者を守る協議会長、家族のつどい 「ぶど

うの木J

亀司市教育委員会、南丹市教育委員会、京丹波町教育

委員会

南丹公立幼稚園園長及び教育研究会

亀岡市中学校長会、市丹 ・舟ヽ井中学校長会

亀岡市特別支援教育研究会、南丹 ・船井教育研究会特

別支援教育部会

日丹ブロック府立高等学校長会理事、京都府立洪陽学

校

京都府立丹波養護学校 校 長、PTA会 長

南丹教育局 総 括指導i事

行政関係 !亀岡市、南丹市、京丹波町、南丹保健

llll

教育関係 :丹波養護学校、南丹教育局

相談支援機関 ;障害者総合相談支援センター 「結

)J」

花ノ木医療福祉センター

亀岡市障害者生活支援センター

障害者化活支援センターこひつじ
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障害者終合相談

支援センター 「結丹J

各市町相談支援事業所

丹波養護4ギ技

南丹市

(白立支援|れ議会)

南丹圏域障害児者支援全体会議 (予定)

発達障害児

支援担当者会議

lll丹局管内

特別支援教育連携協議会

南丹圏域障害者

就労支援連絡会議

平成 19年 度より、より多様なエーズに応じた支援ネットワークが構築され、特別支援教育は関係機関との連携の

下、その一翼を担う形となっていく予定です。

こうしたネットワークの目指 しているものは、次の 2点 です.

支援の最適化 :ライフステージに応 じて、必要な時に適切な支援が受けられること

支援の継続 :サービス提供者が変わつても、必要な支援が継続 されること

丹波養護学校 ・南丹教育局の相談支援もこうした観点を大切にしています.

通常学級小学校 6年 生児童に

関する相談について、相談支援チ
ームをヤ舌用した巡回相談の後、京

都府専門家チームをケースカン

ファレンスに活用し、専門家チー

ム会議に、その児童が就学を予定

している中学校の特号|1支援教育

ヨーデ ィネーターにも参加をし

て頂きました。

こうした学校種を越えて支援

を継続 していく視点を大切にし

ています。

支援の継続のために

個別の教育支援計画作成への支援

支脇 1断売のツールとしての 「付弱||の教育支援計画Jに つい

ては、通常学級ではまだ作成段階ではなく、また福祉におけ

る 「十回別の1支援言十画」とどのように関連性を確保していくか

等の課題があります.し かし、ネットワークを生かした支援

孫階売のためには、今後 「個別の (教育)支 援計画」の作成活

用が求められます.

18年 度には、支援チームメンバーが通級指導教室担当者

の研修会に参加 し、「個別の教育支援計画の意義と作成活用」

について講演し、またそれをきっかけとして、ある通級指導

教室では作成活用が始まるなど、少しずつ具体的な動きが起

こってきています。
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個別の支援計画

氏名 二年月日 1`4)JttXイli×ナjxll/1 住所 〒000<Ю00京掬;)卜す塙)十`11i×X××一呑地 保護者氏名 仁籍

―

∞
『
―

保護者 ・本人の願い、希望 学校の支援目標

・1来市 IⅢl 1 1 1 1【では、ほとんとことば| )なかつたが、以降少 しずつことば教 t〉| 1 1え、枕学後ブリ1

1i l l l l  C iげ)市ヒカ|■杵しく|サ蛇ltし′二 さ r)にスムーーズ~thゃ
りとり力十Gき る にう十lfl iげ)ノサを作||ばしt

【ttヽ

fl千P‖如年フ)|1進i性を 文|るととで)に、こと|ギに 上るコ ミュfLウ ーラ :Iンiた力を高y)

連携分野 支援の内容 連携機関 担当者 支援の評価 口課題 各領域の将来展望

育
幻

教
体

(その他)

小リコ)オ+11に ,ふじて十青iキ方泌tを 11)〔し、 itみ 、 ド|き

、!; I Tヤ) ) ,峰健■力の/Lイヤを判るi
遊びを通 して、友だちや1肯i尊杵とヴ)やりとりを楽 し
7ネ、 ルーー′レペ1来よりがPIれ字

~Gき
る kうに百1‐ろ十

1常■杵とブ)rギ「i千、ゃ ″)とリブ)| 1 1で、|′1分を共うとでき
る ように十る そ ブ)ため、1肯や杵は小児ヴ)l i助ブ)は

1文|をば)椰|にl r t  7ネH文り、 1古|十化ギ
~る

)
「i辞iコミュニケーシ11レ能力をtiノ)るために、迪殺
1常中教+〔 υ)1‖ケ〕11精■々→→

~め
る

!キⅢll山勺立場かr)ヴ) i常、キを求める―
就学にHlたつて多角的な)と地かデサ校ri、十し、1岳や1りJ「|
をそ十う十1

/1ヤヽ:1交

′|ヽ
フ
/:1交

′|、/i41貨

迪級1析半数=

学級||!任

ヤ級||!任

■級1111「

迫紋1ヤiキⅢl

1北ツト|ヤ'単本!1
'〔郁イtF中'「十1ダテ

1打ナJ II「1尤
′
1寸肯|キ

―一ノ

ネ !

家 庭

地 域

デ
ト1交でブ)||1来キf年について、用↓rで会li汚をギ

‐
るなど、

次rkし ぃ 1辞i環境を耐惟する1)
本児ヴ)“話をしつかりlflき

、r、li千そ″)t)ブ)を4に む 上
うに・する十

■級ⅢⅢ任と年の連れちを深ア)、 4ピ`要な1析申と|li報|な換
を行うため、,せ用1的にな設をiⅢ/)

ll′十",イfiどで地れ友児枚とのネ占び/)きを強める

学校と1'lAが '連携 し地域 ・1米!i雀杵‖/ ブヽ)中イとヤ|千111

をすすy)る

家庭

家庭

家17t r

PTAl也 )成"上

PTA

保護杵 ・家族

1来! i牲杵 ・家族

十ケトtri性杵

ギil交j迫ギ:ll上Ⅲl
1`1

P T A欺差洵j

医 療 に
′
▼:的ウこJ也かrク、 本 ケ己″ヽブ)西己はilべき′|、【オボーどにナ)↓

てに指準、llJ.iを行 う.

化 ノ本に棟 柄れにセ ン

ター

福 祉 r台 て支販、作市支援‖刊|を竿フ)|li報を提‖(する 巧〔掬̀ イi f打ナ`|イカt 'せ| ' F

朽ナJ市健,t柄ね!科R 雅健柄礼係

1 1 , 1亡ブ)支援計画を Fホ し、協力します.ま た、1業1係1幾関とヴ)||1談に使用1することに|十司と します。
平成  ガ 1を ×)l x l l     氏 名    X×  ×××   印



中円教育局管向

朽稿摘 i韮発稲i誕姦藤5弓

京都府教育委員会
広域特別支援連携協議会各校の通常学級に在籍するL D、A D H D

能 自開症等の幼児児童生徒を含む障害

る幼児児童生従にとつて、学びやすい環

境づくりへの広域連携の取組を進める〔

【事務局!中丹教育局】
実施事業

1 連絡会議の開催(年間2回程度)

[2つ の地域の特別支援連携推進会議の活

動内容や情報の交流

2中 丹地域の特別支援教育のあり方の検討
2府 巡回相談チームとの連絡調整  な ど

中丹地域特別支援連携協議会
〔構成:教育局・各地教委・中丹養護・舞鶴養護〕

舞 鶴 地 域
(舞鶴養護学校エリア)

特別支援連携推進会議
〔教育 ,自祉 医療関係者 保護者等て構成〕

実施事業
①相談業務(巡回・電話等)

②研修会等の支援(講師派遣等)
③教材・教具の貸し出し
④その他の事業

舞鶴養護学校
0773-78-3133

舞 鶴 相 談 支 援 チ
ー ム

〔高い専門性を有する養護・小・中・高
の教員、心理学の専門家,福祉、労
働機関関係者・医師等で構成〕

舞鶴養トータルサポートセンター

舞鶴市
幼・/1・ヽ中口高

綾部口福知山地域
(中丹養護学校エリア)

特別支援連携推進会議
〔教育ギ富祉 医療関係者 保護者等で構成〕

実施事業
①相談業務(巡回・電話等)

②研修会等の支援(講師派遣等)
③教材・教具の貸し出し
④その他の事業

中丹養護学校
0773-32-0011

綾部・福知山
相 談 支 援 チ

ー ム

〔高い専門性を有する養護・小・中・高
の教員、心理学の専門家・福祉、労働

中丹養教育支援センター

福知山市
幼口′」ヽ日中・高

字校 ・地域等運携推進事業により、

校単位に設置される組織。(京都府単費事業)
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教育局と養護学校の連携

中丹教育局では、京都府立中丹養護学校、京都府立舞鶴養護学校と連携 し管内の特別支援教育

の推進に努めている.養 護学校による保育所 ・幼稚園 ・小学校 ・中学校 ・高等学校への巡同相談

や研修支援竿が行われている.

中用地域特別支援連携協議会

(1)中 丹地域特別支援連携協議会

中)]`地域特別支援連携協議会実施要項に基づき、年間 2回 の中丹地域特別支援連携協議会

を開催 したt京 都Ⅲf立中丹養護学校、京都府立雑鶴養護学校、絵剖;市教育委員会、福知出市

教育委員会、舞鶴市教育委員会、中丹教育局で構1掟している.

平成 18年 度第 1回 中丹地よ或特別支援連携協議会は京都府立非鶴養護学校で実施 した.各

市、各養護学校び)取村1を交流するとともに、平成 17年 4月 に開校 した京都府立舞鶴養護学

校の校合見学を行い、地域の小中学校への支援の中心 となる トー タルサホー トセンターや最

新の設備及び教育環境等について理解を深めた

(2)特 別支援教育研修会

平成 18年 6月 30日 、京都府立中)十`養護

学校で特別支援教育研修会を実施 した.午

前中は中丹養護学校の授業参祝や校合兄学

を行った.午 後からの上flt教育大学教授

(現筑波大学教授)藤 原義博先生の読演には、

管内の幼稚周 ・小学校 ・中学校及び府立字

校の管理職 ・特別支援教育コーデ ィネータ

ー ・教職員等約 180名が参加 し、特別支援

教育の動向、特別支援教育における校内体

制、連携の取 り方、 子どもの意欲をじ|き出

す授業づ くりについて研修を深めた.管 内

の幼稚園、小学校、中学校及び府立学校の

教職員が|IJじ請演を聴き、課題を共有でき

たことは連携の大きな 1歩 となつたi

2 董 護学校の巡回相談との連携

養護学校の巡回相談チームに、小学校通級

指導教京担ヽ者 。中学校通級指導教■担当者

が委嘱 された.各 市教育委員会と養護学校の

連携が一
層推進 された,

京都府立中円書護学校

特llJ支援教育珊修会
(コー家ィネーター珊修会)

中丹地方小学1交・中学1交・高等学1交等

連携会議  特 別支援教育部会

「特別支援教育研修マックJよ り

日  Bも 平成18年 6月 30日 (金)

午前98き～午後433 3 0鉛

会   場 京都府立中丹蕎護学校

参 加 対 象

(人数)

中丹管内の幼稚園、」ヽ学校、中学校、高等

学校及び養護学校の教職員と関係機関のF e t

員

三   催 京都府立中用養護学校

中周地1或特別支援連携協議会

内   容

公開授業 誘 演

演題「子どもの意欲を引き出す授業
づくしに 学校力を活かした地域連携
の在Li石J

講師 :上越教育大学(現筑績大学)

教授  積 原 義 博氏

申 込 先

京都府立中局養護学校

⑤773 ( 3 2 ) O 0 1 1

中丹教育局
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京都府立中丹養護学校

1 特 別支援連携協議会 (中丹養護学校エリアの増局」支援連携推進会議)

特別支援教育の充実に向け、関係機関が連携を深め、地域内のLD、 ADHD、 高機能自閉

症等を含む障害のある幼児児童化徒が学びやすい環境作り、支援体市J作りを進めるため特別支

援連携推進会議を開催 した,教 育 ・福れに。労働 ,医療関係者 ,保護者等の計 37名 で構成 し、

障害のある子どもへの支援状況や各関係機関相互の連携1711あり方について協議 した,

【平成17年 度特局」支援連携推進会議】

1   日日寺  平 成 17年 12月 8日

2 内 容

(1)京 都府における特別支援教育  京 都府教育庁特別支援教育課指導主事 鋒山 智 子

(2)特 別支援連携推進会議開催の趣旨          中 丹養護学校長 矢原  守

(3)中 丹養護学校における特弓|1支援教育の取組

(4)発 達障害者支援モデル事業について 「5歳 児モデル健診の取組」

京都府中丹西保健所保健室担当係長 (医師)全   有 耳

(5)各 機関における支援内容、現状等の報告

3 成 果 と今後の方向性

。 各関係機関でできる支援や課題を共通理解 し、今後必要に応 じて各機関が連携を図 り

支援活動を行つていくことを確認 した「

・ 保健所で実施 される5歳 児健診を福祉 と連携 し今後どう活かすか、また、就学前の療

育支援を小中学校の教育支援へ どうつなげていくかが課題である.

・ 保護者が構成メンバーに入ることは大切なことであるこ保護者 t)支援者の一人として

安心 して養育ができる環境作 りや支援体制作 りを推進 していくことが大切である.

・ 小中学校では支援体制が充実 してきた.高 等学校で も発達障害の生徒に対する支援に

ついて研修を進めているところである3

【平成18年 度特別支援連携推進会議】

1  同 時   平 成 18年 6月 16口

2 内 容

(1)特 別支援教育推進の動きについて   京 都府中丹教育局指導主事   山 口 幸 子

(2)相 談事例の報告

。 本校がかかわる事例 (運動機能や運動発達等の相談、適切な進路実現のための支援)

・ 通級指導教室がかかわる事例 (言語性 LDの 疑われる児童への支援)

福知山市立昭和小学校通級指導教室教諭  奥 村 康 枝

(3) 「 5歳 児モデル健診」の取組について 京 都府中丹西保健所保健室長  日 野原恵子

(4)各 機関における特弓|1支援にかかわる取組などについての交流

3 成 果 と今後の方向性

・ 就学前、小学校、養護学校での支援の取組の理解 ・啓発の機会になつた。

・ 中学校では通級指導教室の体制作 り、機能の発揮、高等学校では不登校生徒の進級、

卒業に向けての指導 ・支援が課題であるi

・ 今後、労働関係機関への理解 ・連携をさらに深め、個別の移行支援計画を策定 ・活用

することにより、学校卒業後 も安心 した生活が送れるようにしていく必要がある.
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2 地 1或支援 (相談支援、研修支援等)の 実施状況

(1)相 談支援

ア 外 来相談

・ 教育相談対象は知的障害のある幼児児童生徒が主であるが、最近は中丹西保健所 5歳

児健診後のフォローア ップの役割を担った り、高校生の相談も実施 した りするようにな

り、軽度発達障害のケースが増えてきている.

・ 検 合は時間的にも精神的にも負担をかけないように配慮 している.

・ 保護者や担任の前で検査することで、校査の様子から対象児の実態や適切なかかわ り

を汲み取つて t)らうようにしている.

・ 検査直後に、対象児の発達の様子や認知特性を確認 し、対象児への肯定感を持てるよ

うに配慮 しながら保護者や担任に課題や 子だてをできるだけ明確に伝えるように してい

る。検査結果は、後 日学校や園へ文書で報告 しているが、必要に応 じて検査後の巡回相

談を実施 しているこ

・ 専門家チームの助 言を得た り、医療機関への紹介をした りすることで、適切な支援に

つながったケースがある。

イ 巡 □相談

・ 地域か らの要請を受けて、小中学校

・高等学校への巡回教育相談を実施 し

ている。特に高等学校に対す る教育相

談は個に応 じた指導の必要性 を啓発す

る機会に もな り、他の生徒への指導に

対する波及効果も期待される.

・ 福知山市 ・綾部市就学指導委員会の

メンバー として教育相談を行い、適 切

な就学につながるようなア ドバイスを行   ※  中 丹養護学校のHPに 教育相談の

うとともに、養護学校の教育に対する理    流 れや手続きについて載せていま十1

解啓発も図つている.

ウ か らだの相談 (外来巡回相談)・ ・・自立活動 「からだの指導」担当者で行つている.
・ 年間を通 して継続観察指導をしている―(月1回 ～半年 1回 )

・ 園や学校 ・家庭での様子を聞くととt)に、運動機能や 日常生活動作などについて精i革

助言を行つている。また、対象児童生徒にからだの指導を実施するとともに、家庭や園
。学校が継続 して取 り組む内容について保護者や担任に指導している。さらに、必要に

応 じて園や学校へ行き指導支援を行っている。
・ 綾部市在宅重症フい身障害児者機能訂練教室 (「れいんぼうの会J)の 講師 (トレーナ

ー)と して、毎月1回 (第4水 曜日午後)指 導している3

(2)研 修支援

研修支援として次のような講演を実施 した,

「自閉症児の理解と対応」、「軽度発達障害について」、「障害児学級の教材について」、

「自閉症 ・肢体障害児の教育」、「特別支援教育について」、「3歳 児4歳 児の子育て」

印

酵
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京都府立舞鶴董護学校

トータルサホー トセンターについて

舞鶴養護学校では、京翻;府で初めて特別支援教育 トー タルサホー トセンターを設置 し、舞鶴

市におけるキヤ別支援教育のセンター的な役告」を呆たすために、教育相談、研究会への講師派遣、

研修講座の開催、教材教典に関する神談 と貸 し問 し、地域生活支援の相談、障害児(者)ボラン

テ ィア養成等 9つ の胴談 ・文援を実施 している

トー タルサポー トセンターの特徴 としては次のようなことがあ|デられ る.

・ 専 任の スタッフを肥出 し、学校組千設とは一定の独 刊
｀
生を持たせている.

, 中 用室を設置 し、常時、教育れ1談の受け付け及び実施が 可能である.

・ 相談は電話年により直接 中し込み、 i:訴に より本校 コーデ ィネー ターが相談スタッフを

決め、日程調整を行つた後、付1談中話書を本佼及びキ鶴市教育委員会に提出 し実施 とい う

システムをとつている!

・ 舞鶴市の道殺指導教■担
｀
与と本1交スタッフが協働 し、複数のスタ ンフによつて巡l「lD教育

相談を実施 している!

。 開設当初か ら、保奇所や幼稚園を支援 対象に台めている=

教育十日談 '支援の実施状況

(1)月 ,j十1支援延件数

支援件教は昨年度より増カロしており、4月

を除いて月20～ 30件 実施し、 12月 末現

在で延支援件数は254件 に達しているこ

打1談延件数び)内訳は巡回相談が最も多く、

就学 ・進学に関する相談が多かった 12月 を

1珠いて各月607,以 上になっている

′J 宇ヽ十交が最 も多く、 90%の /J学ヽ校に相

談 ・支援を実施し、延件教は 100件 を超え

ている.そ のうヤぅ、通常学級に在籍する児童

の神談が 70%以 Lを占める.

保育所や幼稚同の支援は増加しており、金

体の支援件数の20%に 達している,

中学校や高校は少ない=

保市所や幼稚園では早い段階からの 「気づ

き」が進み、2歳 ・3歳 代からの相談がある.

また、小学校人学に向けて就学児の相談が多

い

小学校では学背面や行動面での困難さが顕

考になる中学年の相談が多い!
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(4)榊 談回数の内訳

6 回 以 上

8%

(5)iた る相談内容

地域 生 活   学 習 内容     発 達 障 害

(6)研 修支援

その他15

中学校,1

相談ケースの約 60%は 継続相談を実施 し

ている.行 動観奈を行つた後、Z、要に応 じて

検査を実施 し、担任や保護者に結果の報告や

有効な支援についてケース会議を行 うなど、

充実 した体制で継続的で丁寧な教育欄談を実

施 している_

相談内容は、発達や障害についてが最も多

く、70%を 占める。

保育所や幼稚園では、発達や障害について

の理解や支援について、保護者を含めた相談

が多かった.

小 。中学校では、行動両や社会性の面で困

難さがある児童 ・生徒のアセスメントや支援

についての十日談が多く、支援内容を担任やコ

ーディネーターとともに明らかにしてきた.

研Ⅲ多支援は昨年度より|キ増 し、29件 実施 し

ている,小 学校が半数を【埼め、アセスメン ト

票や個労Jの精導計画の作成、事例研究など具

体的な内容が増えてきている.

高校からは継続的な研修依頼がある.

その他 としては、公民館や保健センター

保健所等の保護者や一拘受市民を対象とした研

修支援 も行っている.

咽
納

廻
軌

回

琳

3 ま とめ

外部に独立した形で特別支援教育 トータルサホー トセンターを設置し、専任のスタッフを配

置して活動をしてきたことで、十日談窓に1の明確化 ・迅速な対応 ・相談支援の常時実施が可能と

なり、関係機Ffqとの連携が広がってきている=ま た、養護学校の専門性が認知され、巡回校や

支援件数が増加し障害児者の理解や支援が広がりつつあるととtDに、井鶴市における特丹|1支援

教育体制推iltの機運の高まりがみられ、特別支援教育のセンター的な役害Jを一定果たしてきた

と考えられるt

今後は、特別支援教育のネットワークの構築をさらに進めるとともに、校内委員会やコーデ

ィネーターの1機能化への支援、専11可性と資質の向上を図るために事例研究など研修講座を継続

的に行うことなどが課題である[

就 学 進 学   就
乱

等    そ
盆

他
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巡回相談 ・専門家チームによる支援を校内で活用

各市教育委員会と養護学校の連携のt)とで,巡回杓談の活用が広がっている.巡 回相談の継続活

用により効果が上がっている.専 門家チームの指導助言の後、校内委員会等で協議 し 「個別の指

導計画」を評価 ・改善して指導を行うことにより大きな成果がみられた。

校内委員会と特別支援教育コーディネーターの機能充実

校内委員会の設置と特別支援教育コーディネー ターの校務分掌への位置づけは全ての小中

学校で整備 された。京都府総合教育センターが主催する 「特弓|1支援教育ヨーデ ィネータース

キルア ップ講座」が管内小学校で開催され、授業を通 した具体的な支援の在 り方や特別支援

教育コーディネーターが中心となった校内体市」づくりについて研修を深めた。

特別支援教育充実事業の非常勤語師を活用 した校内体待」の充実

平成 18年度管内 14校に特弓|1支援教育の充実に係る非常勤講師を配置した。各校が特別支援教

育コーディネーターを中フトとして校内体制を整備 し、通常学級におけるLD、 ADHD等 の発達

障害のある児童生徒の学習面 ・生活面の困難を改善する取組を促進するため、「管内特別支援教

育に係る非常勤講師設置校等会議」を開催 した,

平成 18年度管内特別支援教育に係る非常勤講師設置校等会議

1 日   時   平 成 18年 5月 2日 (火)午 後 2時 30分か ら午後 4時 30分 まで

2 参 力口対象   特 別支援教育に係る非常勤講師配置校長

特別支援教育に係る非常勤講師配置校特別支援教育コーデ ィネー ター

小学校通級指導教室加配教諭 (各校 1名 )

中学校通級指導教室加配教諭

各市教育委員会担当指導主亭及び担当者

3内   容   (1)事 業説明

(2)研修 「特別支援教育体制の推進について」

京都府教育庁指導部特別支援教育課指導主事  鋒 山 智 子

京都府中丹教育局指導主事  山 口 幸 子

非常勤講師配置校については、月 1回 ～ 2 LPl定期的にまたは必要に応 じて校内委員会や特別支

援委員会等を開催 し、特別支援教育コーディネー ターを中フとヽに してチームとして支援する体制を

整備 している。対象児童への支援を、担任配慮、学年会対応、校内支援体制の 3段 階で行つた り、

校内サポー トチームや支援チームを立ち上げて、校内におけるチームによる支援体制を整えた り

して非常勤講師の活用を図つている事例 もある。

非常勤講師の活用状況については、特別支援教室での取 り出 し指導、在籍学級でのティームテ

ィーチング、個別支援、特別 支援教育コーディネーターの相談活動の後補充、指導の記録作成、

休憩時間や掃除の時間の支援等がみ られた.個 別の指導計画は全ての配置校で作成 しPDCAの

サイクルによる指導、評価、改善の取組を行つデ_.
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中学校通級指導教室 (LD・ ADHD等 )の 設置と運用

支援が必要な生徒の実態把握を行い個別の支援を推進 しているc支 援が老、要な生徒には、学習

指導のほかにソーシャルスキルを育てるためにカー ド、ボー ドゲー2、、 トランプ遊び、挨拶の練

習などを行いコミュニケーションのとり方について指導する取組がみられた。また、支援が老、要

な生徒が自教室で学ぶときに、テ ィームティーチングの形態で個別支援を行ったり、放課後補充

学習の支援を行ったりする取組 t)みられた。担任に対しては学級にお|する指導上の配慮 ・T_夫等

の助言や相談を行い学級での支援に生かすとともに、個別の指導計画を作成 し検証を行っている。

保護者との教育相談、養護学校のj≦回相談、市での教育相談等の榊談活動に取り組んだ。

校内研修を積極的に推進 し、「年度発達障害について」「特別な支援を老、要とする生徒への対

応のホイン ト」「特別支援教育の動向J「アセスメン ト票 ・個別の指導計画の書き方」「『特別支

援教育推進ガイ ド』のポイン トJ「特別な支援を老、要とする生徒への実践事例」等の研修を行い、

校内の特PJ l支援教育を推進 している.ま た、「啓准文書」を作成 し保護者への啓発に努めている。

小学校通級指導教室とは、「教室環境の整備」「検査の仕方」等について随時連携をとりなが

ら、支援の充実の方策について検討している.

保育園 ・幼稚園での実践

各市では幼児の相談活動を実施 している.幼 児期から学茎期に向けてスムーズな就学ができる

よう相談活動を進めるとともに、保護者と相談 しながら幼稚園 ・保育所 (l~3)と小学校が連携 し

入学に向けての支援を行つているこ幼児の支援については、保護者との相談をもとに一人一人の

教育的ニーズに応 じた教育相談を行い、巡回相談チームや京都府専門家チーム等の活用も考慮し

ながら支援び)在り方を検討 している[養 護学校の相談や支援の状況では、保育所 (園)・幼稚園

の活用が増加している.

管内では、中丹地域幼稚園 ・保育園 ・小学校連携推進会議を開催 し、幼稚園、保育所 (園)、

小学校の連携の在 り方について協議をするとともに、5歳 児モデル健診について研修を行つた。

平成 18年度第 1回 中丹地域幼稚園 ・保育園 ・小学校連携推進会議

1 日  時    平 成 18年 11月 9日 (木) 午 後 2時 30分 から午後 4時 30分 まで

2 参 加者   各 市幼稚園長、保育園長、小学校長各 1名

私立幼稚園協議会長、各市教育委員会担当指導主事

京都府中丹東保健所i取当者、京都府中丹西保健所担当者

3 内  容    (1 )課 題提起

ア 管 内のりJ保小連携について

京都府 中丹教育局指導主事  山 口 幸 子

イ 幼 小連携について

福 知 山 市 立 大 正 幼 稚 園 長  上 田み どり

ウ 5歳 児モデル健診について

京都府中丹西保健所保健室長  日 野原恵千

(2)研究協議
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市町村独自のシステム、療育施設 ・保健福祉部局との連携

各市では独自のシステムを構築 し、幼児児童生徒の支援を行つている=京 都府中丹西保健

所と福知111市では、 5歳 児モデル健診事業を実施 している.

1 5歳 児モデル健診事業 京都府中丹西保健所  福 知山市

―はじめに―

平成16年度に中丹西保健所が福知山市 (1日3811を合む)の 幼稚園 ・保育1麦|の幼稚園教諭、保

育十及び保護者の協力を得て行った 「就学前 r育 てアンケー ト」の結果から、幼児期後半に薬

達課題をもつ保護者の育児不安の強さと、奄達相談事業へのエー ズの高さ及び保育現場への支

援のゼ、要性が明らかとなった.一 方で、現行ll l乳幼児健診システムは 3歳 児健診が最終であ り、

幼児期後半の集団生活で初めて明らかとなる発達障害を含む集団生活への不適応については、

内科検診が中心の園の検診では発見が難 しく、具体的な支援のないまま就学後に不適応を来す

例 t)少なくない.ま た、教育現場では特ら1支援教育体怖」の整備が進み、平成17年4月 には発達

障害者支援法が施行された.

これ らを受けて肖保健所では福知||1市と協働で、幼児期後半に集団生活上t/Dイく道応に対し支

診事業を実施 している

-5歳 児健診 とその目的―

現行の平L幼児健診 システムと5歳 児健診の目的を示す.

十

　

子
ど
も
の
問
題

フステーシ <乳幼児期>

→    宇 J垂すヽ 直れ   →
郵 党

現在の乳幼児健診

く就園>

をヨをロコ

説 ,団  →
ぎ tヽg包

就学> <学 童期> <思 春期 `青年期>

封 輌 →
脚
輌

榔
いじめ
却

中

うヨ〕目■
1印旨ユ宅

|をモ尭雪きわ■tヽ

FI"9'代う'ユヽ

裏]6■ ■ヽい
ひきこもり
同受社公行動
人格形成の末熟1歳 6ヶ 月健診   3歳 児健診 |

=∋ 翠高?嘔 常 → 中1翠静喧 常
自開定        動 定

言 国語

一 競弱

内末帥え害
席 判曳言

5歳児モデル健診の目的
1乳 幼児期の子育てを振り返り、育児不安を軽減するとともに、親子で楽 しく就学期を

迎える準備を始める契機とする。

2子 どもに対する理解を深め、軽度発達障害や種々の要因による集団不適応などの

発達上の課題に対し、保護者と保育者が共通理解の基に、個別的および集団的援助

によつて子どもが持てる力を十分に発揮できるように養育環境を整える。

祭回生活が言手じ
子どもに対する女摂が必専
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―健診の流れ―

平成 18年度は福知山市内の 7ヶ 所 (二和町は 3園 を lヶ所で実施)″)モデル国で実施 した.

健紛の向害
・担任の先生への問診

・保護者への問診
・医師の診票
・集回の観察

コ8年 度 健 診の流れ

対象   フ カ所のモデル保育園4歳児クラス=幼稚園年中組園児 約180名

| スタッフ]

実施手順

保育士、保健師、医師(園医・小児科医)、家庭相談員、心理士  |

保護者説明会等:8～9月、保護者用問診票配布

担任保育士用問診票事前配布回収

健診(保育観察、診票):8～11月 ・

各国でのカンファレンス(健診結果まとめ)

結果返し(紙面または面談)

会匿、対人関係

筆用さ(協日選駒)

運動企画カ

平寄機能

槙念の発達

行動統制力

観知機能

その他

ン

轡
必要に応じて発達クリニック、医療機関紹介

育児相談、ほめ方教室、遊び方教室、保育への助言

保護者カウンセリング、教育相談

結果返 しは文書で行い、後 日園で保護

者、図の先生及びスタッフとmi接の機会

をt)ち、育児面の相談や 今後老、要な支援

についての相談を行 う1

―健診後の支援―

|● 集団が苦手な児への支援 :奄達クリニックやに噴 ・峠育機関へび)紹介

!               ソ ーシャル スキルの獲得を日指 したとび方教宅の開催     !
1                                                                              :

i              園 での発達支援として保育への助言             |

IC保 護者への支援 :育児相談、教育相談、カウンセリング                |

1          希 望者に人ア レン トトレーニング (ほめ方教生)          |

!0保 育者への支援 ;研修の機会の確保、現場にお|する対応方法の助言 (園巡1司)     !
1                                                                              ,

B ‐
~ ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ● ― ● ― ● ― ● ― ● ― ・ ～ ロ ー ・ ― ■ ― 口 白 白 白 白 白 白 白 ‐ ― ● ― ● ― ・ ― ・ ― , ― ・ ― ・ ― ・ 0 ・ ロ ロ ロ ロ 白 S ― ● ― ● ― ・ ― ‐ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ ― ・ 口 , ― ・ ― ● ― ●

|

,

i           一 就学に向けての支援 ・・・教育への架け橋―

1 平 成18年度は前年度受診児のフォロー及び就手に向けての支援 t)行っている

,

8

8

8

!  保 護者を中フ芭ヽとして子どもの特性や支援のホイン トが就学後 t)継続 していかされるシス  !
,                                                                             [

iテ ムづ くりに向けて、今後 t,取組を継続する予定である.                i
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2 就 学にむけての取組 福知山市

(1)5歳 児モデル健診事業との連携 《今年度新規》

京都府の発達障害者支援体制整備事業として、中丹西保健所において実施 された 5歳

児モデル健診を受けて就学へのつなぎを検討 した。本事業では、保護者が自ら主体的に

就学に向けて働きかけることを基本 とするため、小学校で何 らかの支援をして欲 しいと

思われる保護者には、就学時健診時に 「申出書」 (参考資料)の 提出をきつかけとして小

学校 と保護者、保育園 ・幼稚園 との就学に向けた連携が取れるようにした。 この申出書

により、小学校 との間で早期から就学に向けた連携が図れつつある事で一定の成果はみ

たが、 5歳 児健診がモデル事業で全就学予定児の15%(17年 度)、30%(18年 度)の みの

実施であ り、全市的な実施については未定である。 この現状を踏 まえ、来年度は 5歳 児

健診の実施の有無にかかわらず保育園 ・幼稚園と小学校 との間で保護者 とともに就学に

向けての早期からの支援連携を図るための取組を検討 している.

( 2 )学 校見学会

就学 予定児の保護者を対象に

6月 に学校見学会 を実施 してい

る。学校の見学 を通 して、小学

校生活のイメー ジを持 っていた

だ くとともに、小学校 入学時ま

でに家庭でつけておいてほ しい

力について学校か ら説明 してい

る。

(3)障 害児学級見学会

毎年10月に障害児学級を設置

している小中学校で一
斉に障害

児学級見学会を実施 している。

各保育園 ・幼稚園及び小 ・中学

校へ見学会開催を案内 し、保護

者に障害児学級での学習 ・支援

の様子を知っていただく機会を

設けている。 見 学会の内容は、

授業参観、障害児学級について
|

の説明、希望により行1別の相談 |

参考資料

Ⅲ成  年   用

ヤ伐 19年 |を人宇市ir)ぉ知iらせとお願い

14 !|サtt‖iけに1 Ⅲヽ Ⅲllを上十1'印小十11土 、ブ、 ル1 ろ I'[~Fギ
｀
わヽ、  卜品ビツ,こと|=

t てヽt 配ヽ して才jl )【」
~/ ,て

、 ブ、|=て |こ存Ⅲちちヽしち才jl lらせしk―卜とと!! | [

人年後!コ御出せじ こついて、 kる とくれ岬すい中しl i l 'ます

なお、ビ要たl Lして保育同やり) f t 因ヽと桂 していただ(こ とこ司まとま十

旧

= 生 IⅢ亨 | 二人れるtJ気になるところ力|!う')主十

|

=  を う1也

|                                 |

t々市図や劫村i田と連携を取■1ておいて|ユしい

てきれlt人1白if十二
'|| の々先生と||にヽt たヽtヽ

li■て|,らうだ|十で、flしくは春しうi廷 :ケ!日の ときでよい

人 卜|と章 々

J

1 1 〔占峰占1 日〕

| 1再仰  市

| と高 洋

th  l十1  1

小学校で適切な配慮 ・支援を行 うため、就学時健診時に保護者か

ら主体的に中し出ててt)らい、関係者の連携を図る際に使用したこ

を行つているところが多い
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(4)支 援連携チーム

学校 ・園で支援が必、要だと思われる子 ど丈)について、学校 ・園 ・保護者からの申出に

より、教育相談員 ・臨床心理士 ・指導主事 ・通級指導教室教諭がサポー トチームを組み、

行動観察 ・検査等の実態把握を実施、学校 ,同 とともに該当児のアセスメン トを行い個

別の指導計画の作成→実践→評価→修正等の PDCAに かかわる。また、就学へのつな

ぎに際 して園と学校 との連携強化への支援 も行 う。

就学に向けての支援は、保育園 ・幼稚園との早期からの連携が重要で、本市ではその

ための福祉 ・医療等 との連携体制システム作 りを現在行っている状況である。19年度に

向けて更に支援連携が強化できるよう体制の変更を検討 しているところである,

3  中 丹地力小学校 ,中学校 ・高等学校等連携会議

中丹地方小学校 ・中学校 ・高等学校等連携会議は、中丹地方の公立の小学校、中学校及び高

等学校 (府立養護学校を含む)が 、連携 と交流をすることによつて児童生徒の学力の充実 と向

上、豊かな心の育成を図ることを日的としている.連 携会議は、中丹地方の公立小学校、中学

校、高等学校等の校長で組織 し、専門部の一つ として特別支援教育部会を設置 しているぅ

平成 17年 4月 には、「発達障害者支援法Jが 施行 され、12月 には中央教育審議会の答申が

出され る中で、連携会議特別支援教育部会では京都府中丹西保健所長 弓 削マ リ子様に講演を

していただいた。特別支援教育の推進について校種間の連携、教育 と福祉部局の連携が一
層必

要である

平成 17年度中丹地方小学校 。中学校 ・高等学校等連携会議

① 総 会 (年間 2回 開催)

第 2回 総会   特 別報告      京 都府中丹養護学校長  矢 原  守

① 特 別支援教育部会 (年間 2回 開催)

第 2回 専門部会 講   演      「 発達障害者支援モデル健診についてJ

京都府中丹西保健所長  弓 削マ リ子

平成 18年度中丹地方小学校 ・中学校 ・高等学校等連携会議

① 終 会 (年間 2回 開催)

① 特 別支援教育部会 (年間 2回 開催)

・ 小学校、中学校、高等学校、養護学校の取組の交流

・ 研修マ ップの作成 と配布

(中丹養護学校 ・舞鶴養護学校 ・各市の研修の 日時、会場、参加対象、主催、内容、

中込先の一
覧表)
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保護者や地域社会の理解、啓発

地域連携の研修会を通 して

京都府立中丹董護学校

1 特 別支援教育地域連携研修会

次の 3つ の研修会を企画 し、地域に参カロを呼びかけ、学校等の専門′卜生の向上を図る.

子地域で主体的に生きる力を育てる」 (6月30H) 上越教育大学  藤 原義博氏

「1′D、ADHD、高機能広汎性発達障害等の言語 ・コミュニケーションにおけるつまずきとそ

の援助」 (9用13日)           大 阪府立大学 人間社会学剖;  里 見恵子氏

「広汎性発達障害児等の受け止めと具体的な手立てについてJ(12月 26日)

京都大学医療技術短期大学部作業療法学科  カ ロ藤寿宏氏

2 発 達障害者支援研修会 (2月 23日 )

京都府中丹西保健所 と京都府立中丹養護学校地域連携協議会 との共催で、関係者や府民に 5

歳児健診を中心とする早期奄見、早期支援171重要性の普及啓発を図る.

「軽度発達障害児に対する気づきと支援 ～ ライフステージ全体か ら見る大切 さ～」

鳥取大学教授  小 枝達山氏

3 PTA特 別支援教育研修会 (10月 17日 )

「白閉症の理解 と支援 ～ バ リアフリーな社会を目指 して～」

社会福祉法人北摂杉の子会 「萩の森」施設長  松 上利男氏

4 そ の他

本校教育に対する理解を深め、地域のセンターとして学校等の教育的ニーズに応える

学校見学会 (6月6口)、就学指導研究会 (10月3口)、体験入学 (10～12月)等

特局」支援教育についての研修講座及びセミナーを通 して

京都府立舞鶴董護学校

特別支援教育についての研修講座及びセ ミナーを 5回 実施 し、舞鶴市の外に京都府北部からも

受講考があ り、延べ 5004r3を超える保護者や 一般市民、教職員に研修支援を行った.

1回 目は、WISC一 IIl知能検査法について、2日 間研修を実施 した=

2回 日は、京都府教育委員会指導主事び)鋒山智子先生に、「特別支援教育体制 と一人一人のニ

ー ズに基づく精導 ・支援についてJと い う演題で詩演 していただいたt養 護学校のセンター的機

能や校内委員会や重層的な支援 システムの活片|など、特別支援教育の推進について多面的に講演

していただいた。

3回 目は、有賀やよい先生に、精神科医の立場から 「特別支援教育の進展の中で見えてきたこ

と」 とい う演題で講演をしていただいた,特 別支援教育の対象 となる 子どt)たちt/1精神医学的診

断 と障害や心理特性、生活年齢 と発達年齢に応 じた支援や学校 と保護者 との連携の進め方につい
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て事例を通 して具体的に講演 していただいたこ

4回 目は、小田浩伸先生に、「特別支援教育の進展 と課題」 とい う演題で講渡をしていただい

た.特 別支援教育の制度から校内委員会や コーデ ィネー ターび)役告1、発達障害 と支援まで、事例

を通 した具体的支援は大変分か りやすかった.

5回 日は、社会福祉法人みずなぎ学園の福谷寿 子氏 と障害者就業 ・生活支援センターわかばの

和田和憲氏に、「みずなぎ学園における就労移行支援についてJと い う漠題で講演 していただい

た.就 労移行支援に向けた具体的な取組の中で、就労先の企業に職員が実際に入 りこんで一
緒に

働かれるなど支援者 としての姿勢や、就労に向けて必要な力など学校での取組について多くの提

起をしていただいた,

5回 の研修講座及びセ ミナーは、ともに特別支援教育の基本か ら具体的支援 まで広い講演内

容で、今後の取純について多くの示唆を得ることができ有意義な研修だった。

ボランティア養成講座を 7・ 8月 に 2回 実施 した。特別支援教育、養護学校の教育課程や教育

内容、障害の理解、破体障害児者の介助の方法、障害児者の余H隈とレクリエーション活動、体験

講話など6講 |とを 1日 問実施 した。高校生か ら70代 まで幅広い年代の受講者があ り、その後、

地域や養護学校のボランテ ィア活動に積極的に参加 されている。

このように研修講座やセ ミナーの実施、ボランテ ィア養成講座等の活動を行 うことにより、

特別支援教育及び体市J推進の理解 ・啓発につながっている.

保護者の感想

* 子 どもに応 じた支援は平等 とい うことばが本当に必要だと思いました.こ れか ら就学にあた

り、親の勉強が まだまだ老、要だと思いました.い ろいろなところと協力 してよい道を考えた

いです.

* ち ょうど来年か ら小学校なのでとて t)理解 しやすい説明であ りがとうございました。少 しで

も子どものためになればよいと思い、家庭で役 立つ ことを実行 していきたいです。

* 特 別支援教育についての講義は 2回 日です。 とて t)分か りやす く話 していただきあ りがと

うございました=理 想的な内容だと思いますが、現場がついて行けるのか心配です.

* ア ス六ルガーについてよく分かる話で した.具 体的な支援について理解できました。今後 も

定期的にセ ミナーを開いてください.

* 初 めて参加させていただきました。支援教育の分類の多さに驚きました。 また、接 し方も難

しい と感 じましたc一 度で も、話を聞いた者は多少の理解はできますが、外で出会った場合

初めての者は困ることが多いと思いました=

* 今 日詳 しく特別支援教育の展開と課題について聞かせていただき、教育現場が障害を持つ子

どt)たちにとつて大きく変わることが本当にす ごいと思いました.「みんなちがつて、みんな

いい」 とい う一人一人が皆すばらしい可能性を持っているんだと見れる教育者がどんどんでて

きてほ しい。具体的ですばらしい内容で した。あ りがとうございました.
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円後教育局管内

1 教 育局 と養護学校の連

(1)|よ じめ に

丹後教育局 と与訪すの海養護学校の担 当者が4と`要 に応 じて随時打 合せ を行い、緊密に連携 を取

りなが ら各事業を実施

(2)特 別支援連携協議会の開催状況

ア 平 成 18年8月21日に第 2 1rll丹後教育局管内特別 支援連携協議会 を与謝の海 養護学校 を会

場 に開催

イ 教 育、福祉 、労働 、医療 、保健の関係者 35名 の参加

ウ 各 分野の取組状況 を報告 ・交流 し、お互いの現状 の共通理解 を促 i笙

工 来 年度 は分野別の連携協議会 を計画 し、地域 での具体的な連携 の在 り方、支援 ネッ ト

ワー クの構築 を進 めてい くことを検討

※ 例 :医 療 ・教育分野～予L幼児検診か ら就学 までの継続 した支援  「 個別の支援 計画

の活用、労lal・福祉分野～卒業後の就労支援  「 移行支援 計画」び力舌用

(3)巡 回相談の実施状況

ア 巡 回榊談の活性 化の手立て

(ア)教 育局か ら 「巡回教 育相談の流れ と中込み 手順 についてJの リー フ レッ トを各教育委

員会、幼稚園、小中学校 に配布 し、周 知を図 つた ことで、昨年度以上に榊談件数が増

カロ

イ 十日談ブル快,兄

(7 )障 害理解 についての研修支援 (講師の派遣)を 行 つた校 園か ら巡回相談や 来校相談の

依頼があ り、具体的な支援 に繋が るな ど、特 徴的な相談 ケー スの増加|(保育園 、高等学

校等か ら)

(イ)今 年度は与謝の海養護学校の教 育相談チー ム と地域巡回相談チーム (通級指導教室担

当者)が 共同 して巡回教育相談 を実施

(ウ)巡 回先の各校園の状況 を踏 まえなが らよ り適 切なア ドバイ ス と通級指導教室の担 当者

が 日常的 に継続 した支援 を行 える方向で実施

ウ 来 年度の巡回相談の方向性

(7)供 健所 との連携 を強化 し、地域巡回相談チームヘ保健師の参画 を要請 し、就学前ケ)教

育相談の充実を構想

(イ)高 等学校 との連携 を更に強化 し教育fll談の充実を構想

(4)支 援地i或内での事業実施状況

ア 地 域開政講座

(7)「 地域 を結ぶ公 開研究会」 を 8月 25日 に 与謝野町の知遊館 で開催

(イ)「 今 後の特別支援教育」 「地域連携 の現状 と課題 Jの 報告 と、有賀や よい先 生の議演

「LD、 AI ) H D等 軽度 発達障害の理解 と支援 Jを 内容 として実施

(ウ)教 育関係者 のみな らず福祉 ・保健 関係 者 t)含め 20 6名 の参加 があ り、好評

イ jミ回相談員の スキルア ッフ
t研

修(X詳 細 は別紙 )

(7 )来 年度は各学期 に研修会 を予定 しスキルア ップを図 る と共にその内 1回 は各校の コー
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デ ィネー ター等 を合 む拡 大 した研修 会 とし校 内委員会の機能充実 t)図る予定

(5)平 成 19年 度以 l年の予定

ア 保 健所 との連携 を5aめ就学前の幼 児への相談活動 を充実 し、早期か らの継続 した支援 に

つな|デてい く 予定

イ 通 級指亭教室 との連携 を十iにし、巡「LTR教育相談 を 日常的な継続 した支援 につな|ずてい く

予定

2 巡 □相談 ・専門家チームによる支援の校内での活

(つ  巡 回相談による支援の活用例

ア 継 続 した巡 F「l神談の活 用例

(7)年 度の早い段 階の巡回相談活 用に よる助 言を踏 まえた指導 と一定期間 を経 ての再度の

巡障l柏談活用に よる指導の検証

(イ)校 内での定期的な巡回禅談の計画に よる継続相談

イ 中 学校 での多様 な榊談具による巡回相談の活用例

(7)地 域 の通級担 当 (神談員)、中学校通級担 当 (相談員)、養護学校相談員 による多面的な支

援への助言

ウ 保 小連携 に よる巡回相談活用例

('′)入 学前の保育園 と小学校 との連携 会議 での実態把握 を踏 まえた入学の早い段階 での巡

回相談の活用

工 通 級指導担 当 との連携 による巡回相談活 用例

(7)他 校通級 での指導の内容 を事前の相談資料 と して活用 した巡回相談での助言

(2)専 門家チームによる支援の活用lS」

ア 管 内巡回相談 を踏 まえての専門家チー ム活用例

(7)巡 回相談後の指導や支援 によつて新 たに明 らかになった課題 の指導助言 を活用

・ よ り具体的な支援 の手立てを校 内で作成 し、指導

(イ)専 門家チームでの検討 を基に再び巡回相談チームヘつな ぐとい う継続的な活用

イ 管 内巡回相談 と専1判家チームヘの相談 を振 り分 けての活用例

(7)校 内での支援 の状況等 を踏 まえ、個 に応 じて活用 を分 けて相談 し、指導助言 を校 内支援

の修正に活用

ウ 非 常勤講師配置校 の活用例

(7)加 配の動 きを含む指導や支援 についての指導助言 を活用

・ 個別の指導計塵Fの指導助言 を踏 まえた修正

・ 指導上の配慮事項 の全教職員での共通F早解

工 専 門家チーム とケー スカンファ レンスの組み合わせ による活用例

(7)専 門家 チー ムでの指導助言 に加 えて巡回相談員 によるケー ス検討 での指導助言 も合わ

せ て校 内の支援 に活用

(3)管 内巡回相談の当 日の基本的な流れ と相談結果報告書の内容

ア 巡回相談の流れ

(7)榊 談員 と当該校の コーデ ィネー ターの打 ち合わせ (約 20分 間)

・ 事前 に送付 した相談票 、アセ スメン ト票 を持参
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③ コーディネーター :ケースの説明 ⑥ 和談員 :i訴 の整理 と参観の祝点の整弾

(イ)授 業参観 (45～50分 1判)

。 できれ ば主訴の状況が よくでている授 業の参凱

(ウ)l t 1 4談員の打 ち合わせ (約 20分 問)

・ 相談の視点の整理 、指導仮説の整理

(工)本田言英 (ネ句1日寺吊キ|)

。 j畳行は当該校び)校内委 員会 (コーデ ィネー ター)が 1旦当

・ 相 談のlbl :最近の様 F(担 任等)→ 和談員か ら→ 質疑応 答

・ | 護ヽ者の希解がある場 合は保護 者 との相談 t)声1画

・ 相談員は指導仮説につなが る ヒン トの紹 介

⑤ 後 日校 内委員会で懇談内容 を整理 し、具体的な指導 仮説 をたて実践

イ 相談結果の報告

(7)与 謝のi毎養護宇校 よ り、ヽ該校に本H談 結果報雀i書を送付

・ 巡回榊談 虫に よる検討 を経 て作成

(イ)相 談結果報告書の概要

0対 象児童生徒(学校名、学年又は年齢、氏名)② jも同教育相談 日時(O時 から△時 まで)

8)十訴 G参 観時の様 子 0神 談～最近の様 子(学校、家庭、医療等)0ア ドバイ ス等

(4)今 後の巡回相談等の活用の課題

ア より積続的な活用を進める にでの担当側の課題

(予
′
)個 別の指導計画iの作成支援など具体的な各校国の体市」推進状況に応 じた対応 と具体的

な手立て等の指導助言

(イ)巡 同後の継続相談へつた|ずる動きの確 立

(ウ)研 修会等での積fRIX的な啓花

イ 積極的な活用のための学校体制上の課題

(ア)適 切な対応のための継ネ化した支援への意識 (個別の指導計画作成による指導の充実)

(イ)校 内研修等による個々の教職員の活用への意識

3 校 内委員会 と特局」支援教育 コーデ ィネーターの機能充実

(1)体 制整備の状況及び個別の指導計画作成等による l① 体制整備状況の3年間の推移(J中ヽ学校)

支援の状況 検 内 委 員会 設 置
100口Lクク|

ア 実態把握の実施が依然やや低い傾向だが、体祐」の 1専門家チ埼調■_Zr減トユ雰態把握実施

…… … |___と豊 蝕 _ゥ
書を行青はヶと

~r

イ 個別の指導計10「を作成す る学校は増加 してい るが 、1 巡回相談活用
・ナ巧窃 /θθ,  位 置付1 )

個別の教育支援計画作成につながらない現状   1 個 別の教育支援計画ti f i
作成  ・

回t ~ ~  _ _ J個
別の指導計画作成

ウ 外部関係機関等を活用して支援をしていく意識の ■

弱 さ        ~ ,。 ・
鰹

麻 制推

f輸 す:上下百下弱=

工 中学校 での特 別 支援 教 育 の視点 での実態把握 の  霊 「 ・

‐`す  ｀
＼   tき

二埜生

促進 (生徒指導 と関連 した啓花等の Tl夫)が必要  2 5

1   按   実  タ コ   個   個  巡   専

半 甘ガン 間 翌雪棟榊 掃 1昏 骨幸 増 瑾 骨ギ
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オ 小学校では該 当児毛を把握 している学校

の 911以 上が個別の指導計画を作成 して

指導

力 中学校では特別な 支援 が必 要 と把据 し

つ も1同月可の子旨導言十1由「作成 に よる子旨導 に

なが らない傾 向

キ 幼椎因においては実態把握 を含めた体制

整備 を 早急に進 めてい く必要

ク 校 内 コーデ ィネー ターの分■年の特性 を

③  校 種別該当児童等把握状況と個別の指導計画作成状況

幼稚園日日1中③

中学校
脇 →

□在籍把握 未作成 口作成 |

つ
　
　
つ 小学校

0    2 0    4 0    6 0 校

1 古該己児童生徒等なし口該当児童生徒等把周

④コ~赫
喜縁罰奮

掌と

生 か した 校 内 容

員会の活性 化の視点が必要

コ コーデ ィネー ター詩庄修 r者 の校 内委員会等での よ り積

極由旬なヤ舌用が老、要

(2)巡 □相談員のスキルア ッフのための研修

ア 千H談 員の構成 と役告|

(7 )合 併前の 1市 10町 の地域 に各 1名 ずつの通級指導担 当教員 と中学校通級指導担 当教 員

をitt  l D T相談員 と して委嘱 し、 与謝の海養護学校の巡回欄談員等 と共同 して実施

。 各地域 の特別 支援 教育の リー ダー と しての役害|を期待

イ 第 1回 研修会内容

(T)概 要説明 (特別 支援教育課指導 i事 、教 育局i旦当指導 十事、養護学校担 当部 ヽ事)

・ 本年度の府の特別 支援教育体制推進事業等について

(イ)事 例検討

。 本年度の巡回榊談事例及び 専門家チーム会議事例の検討

(中)意 兄交流

・ 交流テーマ 「今後の巡回相談のあ り方 と特別支援教育の充実についてJ

ウ 第 2陪l研修会内容 (予定)

( , ' ) f l l l究協議 (J E】J)

・ 巡回相談員に必要な知識 ・技能 について 一演習形式で一

(イ)研 究協議 (全体)

・ 特別な配慮 を要す る児童■二徒への 支援 の充実ために巡回相談の担 う役害|

一課題 を明 らかに し、その 花服のために巡匝1相談等で何がで きるかを共通理解す る一

(3)コ ーデ ィネ ーター講座修 了者のスキルア ッフ研|う

ア 研 修内容

(,′)事 前の指導の経過年の説明

(イ)配 慮 を要す る児 立の在籍す る学級 σD授業参観

(ウ)実 践 発表及び研 究協議

(工)指 導助 言

4 特 別支援教育充実事業の非常勤講師を活用 した校内体制充実

小学校 における活用lS」

ア 障 害 児学級がな く、通級指導担 当も白校 にいない学校 での活用例

~ D D ~

(1)



( 7 )非 常勤講師の動 き

・ 校内委 員会に t)時間を調整 して出席

・ 週案 を利 用 した毎 日の行動等の記録 と、月 ごとにま とめて担任 との打合せや校 内委員

会の資料|と して,舌用

・ 個別の指導に加 えて、担任 との TTに よる指導 も実施 (状況等 に応 じて、担任 が個

号1に関わ り、加配が Tlと して指導)

(1 )専 門性 を持 つ教員の活用状況及び校 内委員会の動 き

・ 毎 週 1陣1コーデ ィネー ター と担任 、非常勤講師 、生指担 当、校 長か教頭 が入 つて校

内委員会 を実施

・ 校 内委員会等での検討 内容 を踏 まえて、月 1回 (第 3水 )、研 修 として配慮 を要す る

児童 の状況 と指導 について交流 を実施

・ 教育相談部会 (管理職 、低 ・中 ・高担 当、該 当学級担任)で も並行 して検討

イ 障 害児学級 のある学校 での活用例

(T′)非 常勤講師の動 き

・ 月曜 日に校内委員会 を毎週開催 、非常勤講師 t)入って、先週 1週 間の状況等 の把握

と今週の指導の方向性や手 立て等 を確 認

・ 支援の 中心 となる児 童は、個別指導 を嫌 うので、算教等 を中心に TTと い う形 で時

間を調整 しなが ら可能 な範囲で指導に参加

・ 医療機 関への相談のための後補充 と して も活用

(イ)専 門性 を持つ教員の活用状 況及び校 内委員会の動 き

。 校長、コーデ ィネー ター と低 。中 ・高学年の代表ブ)担任、非常勤講師 で会議 を持 ち、

検討 内容 を職員 会議や校内研修等で t)交流 し合 うことで、全教職 員で 一致 した動 きが

で きる体制 を構築

・ 就学指導委 員会 か らの報告等で入学す る児童 の様 子を、入学前か ら参勧 等で実態把

握 し、支援 について校内委員会 を中心 に検討

・ 管内巡回教育相談の活用に よる、指導の手だての再検討

・ コーデ ィネー ター講座の修 丁者 であ る学級担任 を コーデ ィネー ター に指 名 し、担任

とい う立場 で該 当児童の在籍す る担任 に も意欲的 に指導助言等の支援 を実施

ウ 障 告 児学級 があ り、通級指導担 当 も自校 にい る学校 での活用例

(7)非 常勤講師の動 き

。 支援 が必要 と考える児 童に しっか りと対応 はす るけれ ども、少数 の困難な児童 だけヘ

の対応 にな らない よ う、校長か らの指導 を う|サなが ら活動

・ 1学 期 当初、昨年度か ら配慮 を要す る児童 として支援 している児童 を中心 に、管理職

と ‐緒 に全学級 の実態犯提 を再度実施、そ して特 に特別な 支援 が4と`要な児童 を絞 り込

み学級 で TT的 な動 きを しなが ら支援

・ 週 策 とい う形 でな く、毎 日の振 り返 り記録 を週 案代わ りに提 |‖させ 、管理職 が 日を通

し、1週 間の見えない部分の動 きを把握

・ 基本は TT的 に入 り指導、集団での指導が入 りに くい ときには ソー シャル スキル等

を (通級指導担 当で特別 支援教 育部長の指導 を もらいなが ら)個 別 に指導す る とい う

14N制
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・ 校長 か ら、校 内委 員会を通 じて非常勤誘Fllと担任 の役割 の明確化 を図 り、加配任せ に

な らない支援 を確認

(イ)専 門性 を持 つ教 員の活用状況及び校 内委員会の動 き

・ 校 内の コーデ ィネー ター を 2人 制 と し連絡調整的な役害1を教務 「上任 に、内容 面での中

心 を通級指導担 当 として推進

・ 教育fll談部会 に校 内委員会的役害」を持 たせ 、隔週 で開催 し、各担 ヽがそのFHq把握 して

きた状況等の記録 を持 ち寄 り、実施

・ 2名 の通級担 肖の うち、1名 は 本年度 か ら担 当 してい るので、校 内での他の 1名 か ら

学ぶ研修 と、校外 での研修 を積極的に組み合わせ、専門性 の向 上に努 力

(2)中 学校 における活用lS」

ア 非 常勤講師の 日々の記録 による状況把握 の活用例

(7) 1日 の記録 をま とめ、校長 も毎 日目を通 し状況把握 、支援への指導助言

イ 非 常勤講師 も合めた校内委員会等の活用例

(7)コ ーデ ィネー ター、養護教諭、非常勤講師、生徒指導担 当を中心 に生徒指導の問題 も合

わせ た配慮 を要す る生徒への対応

(イ)管 理職 も積極的 に該 当生徒 に両談 とい う形 を とつて ソー シャル スキル等の トレーニ ン

グを実施 し、そ こでの様 子も記録

5 中 学校通級指導教室 (LD・ ADHD等 )の 設置 と運用

( 1 )通 級指導教窒での指導形態及び指導内容

ア グ ルーブ指導

(7)対 人関係 が結 びに くい生徒に 対 して、小集団で、放課後の教科の補充指導 を中′とヽに し

なが ら、社会的な能 力に関す る指導 も合わせ て実施

・ 数学や英語の基礎的 な内容 を学習内容 と しなが ら、人間関係 づ く り (安心 して 自分

の思 いや気持 ちを伝 える、人 とのかかわ り方や コ ミュニ ケーーシ ョンの とり方、集団

のルー ル理解 、場 面や状況 に応 じた行動の コン トロール)の 指導 t)合わせ行 つてい

る.

イ 個 別指導

(7)不 登校傾 向の生徒への個別指導

・ 情緒の安定 を図 るために、心理的な イく適応 の改善のための教育相談の形態 を とつた

指導 を実施

(イ)部 活動時等の個別指導

・ 活 動の場 面を活 用 した ソー シャル スキル等の指導 を実施

(ウ)教 育相談を活用 した授 業時間内での個別指導

・ 保護者 、該 当生徒 との発達検査等σD結果 を踏 まえた教育相談に よつて、指導への理

解 が深 ま り、授 業時間内での特性 に応 じた個別の指導 を準備 中

ウ 他 校通級 に よる指導

(7)他 校への巡回相談による指導は実施 、他校か らの通級 による指導は未実施
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2 )連 携 による指導の充実

ア 校 内でσD連携

(7 )障 告 児学級jH任 との連携

・ 日常の指導ブ)交流

・ 連級担 !七が指導 方法の改善等の 目的で障害児学級 に T.Tと して入 り、専111性を高

めるための機 会を定期的に設定

・ 放課後等の グルーブ精 章について障害児学級担任 も計山「、実施に協力

(イ)生 徒指導担 当、教育 tll談等 との連携

・連携 と しては まだ不 十分で津)るが、来年度以降の重要な視点 として組織体制ヴ)見直

しを検討中

イ 小 中連携 及び関係機 関等 との連携

(1' )校|よの小学校通級桁導教室 との積極的な連携

・ 小中連絡 会にお ける授 業参割や 児 量化徒の状 1児交流

・ 教育相談 にお ける事前の情報提供及び助 汽
‐

(小学校時ブ)様子や 支援 σ)仕方)

。 奄進検査 と検否後の生徒及び保護者への説明の助 言及び交流

・ 校 内研修への協力 (6年 児 哉の実態 と支援 について)

・ 小中担 当者 合同の保護者 との教育榊談 (6年 児童にかかわ って)

(イ)養 護学校巡回相談貞及び 各校の コーデ ィネー ター との連携

・ 管内相談員 と して、養護学校 の相談虫 とチー ムを組んで近 隣の 中学校 を中心 に巡

回相敲に参加 し、各校 コーデ ィネー ターや養護学校相談 員 との連携 の機 会が増カロ

・ 化i堡的な実践 を進 F)る中学校′)コーデ ィネー ター との1青報交換 を密に し、 白校′)

取組 に活用

(ウ)担 当者の積極的な研修会等への参加に よる専門性 の向 上

・ 専1町家チー ン、会議の積極的な傍聴

6 保 育園 ・幼稚園での実践

(1)

(2)

幼稚園の特局」支援教育体市」整備の状況

ア リJ稚園への特局1支援教 育の推進 に関す る啓花の

必要性 (研修の機 会等の設定)

イ 来年度の法改正 を酷 まえた コーデ ィネー ター を合

めた体制整備 が急務

保幼 」ヽ連携研修 会での啓発

ア 第 l l L H I研修会 (対象:告内公 立幼稚園教職 虫及び

保育 上ど、 J、学校低学年担任)

(7 )課 題提 ll dに特丹J支援教育の祝点

。 1呆り」小の連携 の重要な祝点 と しての特別支援 教育の充実 を強調

(イ)分 散会の交流の 1視 点 と して設定

・ 幼 ,保側 か らの感想例… 均1いの実態 が よく分か った.今 いろいろ言われ てい る ADH D

υD傾向の |な ど、特号|な配慮 を要す る子への対応 な ど 乳llN的に聞かせてほ しい」

・ 小学校側か らの感想例…特別 支援教育の推進 (早期 花兄支援 )を 進 める 十二で、保幼

管内幼稚園の体制整備状況    |

1    校 内委員会設置

1     実 態把握実施

|コーディネーター位置付け

個別の指導計画作成

個別の教育支援計画作戌

巡回相談活用

専門家チーム活用
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での LD・ADi l D傾向の子、 3歳 児検診で発達の遅れ が見 られ る子な どについての情

報を入学 前に得たい。

イ 第 2「J研 修会 (対象:丹後教育局管内の公 立幼稚園教職員及び保育士、小学校教諭 )

(7 )課 題提起 に特別 支援教育の視点

・ 幼保小の連携 t7D重要な祝点 としての特別支援教育の充実 を強調

(イ)先 進的な取組 を行 つている幼 稚園か らの実践幸R告

・ 個別の指導計画作成 による個 には じた指導

・ 専 門家チーム会議 を活用 した指導の評価 と改善

・ 積板的な小学校 への連携 の働 きかけ

(ウ)特 別支援教育にかかわ る講演 (大阪府 立大学 里 見恵子助教授 )

・ 演 題 「幼 か ら小へ、真 の連携 をすす めるにはJ

～障害のある子どもと保護者への 支援 を切 り口とした小学校への円滑な連携 ～

1講 演 内容 のホ イ ン ト

・支援の対象は、子どもだけでなく保護者 も対象 としてとらえ進めていく老、要  |

・幼稚園、保育所にも特別支援の発想 と援助の視点が重要          |

・幼稚凶、保育所 でできる支援 の実際 (具体的な支援 の手立てについて)   |

・小学校 との特別支援教育の祝点での連携 (具体的な連携 の方法 について)

7 市 町村独自のシステム、療育施設 ・保健福祉部局 との連携の実践

( 1 )保 健福祉都周 との連携

ア 本 年度 の連携

(7)特 別支援連携 協議会での情報交換

(イ)連 携 についての合同会議 での互いの事 業の状況等の交流 と連携 の方法の協議

(ウ)管 内母子保健事 業担 当者会議 での説明

・ 国及び府の特別支援教育に係 る動 きと幼 小中等での特別支援教育の状況についての

説明

・ 管内の巡同相談 を中心 とした特別支援教育体制推進事業 についての説 明

。 今後の巡回相談等での連携 についての協議

イ 今 後の連携 の方向性

(ア)合 同の研修会の開催

(イ)保 健師の巡回相談員委嘱 に よる幅広 いニー ズに対応 した巡回相談

保護者や地i或社会の理解 ・啓発など

( 1 )養 護学校か ら巡回相談禾」用につしヽてのチラシの配布

(2)本 年度の地域開放講座でのア ンケ ー ト及び状況を踏 まえて、来年度の教育関係者向けと保

護者向けの 2 E B I lの開放講座実施 を検討中
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コ ラ ‐ム 特別支援学校のセンター的機能

府立養護学校 7校 では、地域の特別支援教育のセンター的役吉|を呆たすため、養護

学校 ・地域等連携事業等により、教育局 と連携 して相談事業や研修支援等に取 り組ん

でいます。平成 19年度からは首学校 ・誓学校 ・城陽養護学校 も加わ り、特別支援学校 ・

地域等連携推進 事業を実施 し、よリ ー
層地域のセンター的機能の充実を図 ります.

o京 都府立首学校 ○京都府立聾学校

_、三 7舞 鶴、)}`後 与謝 1菖宍日1 1 !綾

視覚障害児 (者)の自立をめざして 障 害の発見から成人までの継続相談

早期教育相談、相談支援、

講師派遣、情報提供

,  i   ＼

T( 千才・      ｀

特別支援南部

連携協議会

校 |・:部 (北部ネ ットワーク)

特別支援北部

連携協議会

_T_==珂

学校 (園)||~面
『
・~二~~ノ

保護者

関係機関等 との連携

○京都府立城陽養護学校

医療 と連 携 した教 育

陽養護学校地域支援部 (仮称)

く競擁叢畿学校数輩鵜畿連携続力輿・協力機瀬〉‐
―

繭京都療院‐(小児科 療 育指導室)城陽養護学校医
相薬鵜壌麟害者生議支援センタ■(ハ ロ■フ■夕峰

//~重 症心身障害児の教育
/ 1畏

性疾患 ・肥満等の治療と学力向上

不登校、中学校卒業後の就学、就職等社会的

自立への悩み、発達障害に関すること ィ
■

ヽ 、____一
一 十 ~ヤ

早期教育相談、相談支援、

講師派遣、情報提供

京都府立盲学校舞鶴分校相談支援チーム

京都府立盲学校相談支援チーム

京都ライ トノ、ウス ・京都市アイ リス教室 1京 都市及び各地域聴覚言語障害センター

京都府祝党障害者協会        1京 都市児童福祉センター

各地域支援センター

府教委 ・各地域教委 各 地域相談支援チーム 専 門家チーム

医療機関、発達支援センター、保健 ・労働各機関等
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